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序 言

昭和9年 の旱魃は近年に稀な大災害を招來し,そ れが対応策として慶 く旱魃の調査を講ず

る必要を生じ,昭和10年 日本學術振興會の研究補助を受け材料の蒐集に勉め,此処 にその結

果を報告するに至つたのである。 本稿を草するに當つて九州各縣の農務課長の好意にまつと

ころ多く,且つ福岡測候所より資料の供給を受け文獣に於ては清賀義勇氏 田中幸夫氏 及び

竹内亮氏等の助力に員ふ虜が僅小ではなかつた。 又年輪調査の材料については福岡営林署技

手相馬丑五郎氏の援助を多としなければならぬ。両 氣象學教室員大森編義 黒瀬良照の二君

及長島秀男君の製圖に計算に助力を得たことが大であることを附記したい。

第 萱 編 昭 和9年 の旱魃 ω

第 萱 章 昭 和9年 の旱魃

昭和9年(西 暦1934年)に 於ける九州,中 國の一部,及 び四國を襲つた旱魃 は頗 る激=甚に

して明治27年(西 暦1894年)以 來のものであつた。 殊に苗代期に於ての北九州地方の旱

勉の被害並びに南九州に於ての 稻作成育期の旱魃 の被害は大なるもので 以下各項に就いて詳

述 しよう。

第 萱 笥 昭 和9年 の 氣 象 概 況

昭和9年 は顯著な氣象異変が相縄 いで起つた年であつた。 まつ2,3月 に亘る裏 日本一帯

の大降雪,7月 に於ける北陸の豪雨,夏 季に於ける九州・四國の大旱魃,及 び奥朋 ・北海道方面

の農作物の冷害による凶作,並 びに初秋に於ける大体風の襲來等である・

1月 には高氣圧 は不年通 り大陸にあつて非常に嚢展し低氣圧 は オホツク海及び千島方面で

720粍 以下に降つた。 九州地方は氣屋は一般に高 く且つ低温寡淑であつた。

2月 は氣墜は琉球嘉潤方面が割合に高かつたが九州地方は一般に低 く,前 月に引綾き晴燥な

天氣が見 られ 日照時数は多い方であり氣候の変化 は少な く割合に温和な方であつた。

3月 も2月 同様氣圧 は低 く寡漏であ り氣温 も低い方であつたが,4月 には氣圧 は高 くなり,

5月 も氣圧が高 く,6月 には寡雨高温で氣圧 は1～2粍 高かつた様で太李洋高氣圧 が南に偏 り

多 く小笠原島附近に嚢展 し梅雨期には 本邦北東海上に滞在する筈の 高氣圧 は勢力弱 く爲めに

(り 本報告 は第三編第十 一章を除 く外大部分 中原の執筆 にか ・る ものであ る。



澗梅雨の状態を呈 した。

7月 になれば氣温 は平年 より1～2。C高 く氣圧は太李洋高氣摩が小笠原附近か ら本邦に向

ぴ頻 りに勢力を獲展し九州地方に熱風を途つた爲め好晴の 日多 く氣温昇騰 し暑氣甚しく九州

地方に大旱魃 となつて現れたが,7月 下旬には南鮮北方に低氣圧屋襲來し大雨があり,8月 には

高氣圧 は前月同様本邦南海岸に勢力を展開して四國・九州へ熱風を途つた。

9月 には天氣は全國的に不良勝ちの日多 く,從つて降水は頗る多量であつた。殊に21H早

朝室戸岬を襲つた鵬風は未曾有の深度を現はし徳島を経て大阪に進み更に北陸を北東に進み

同夜金華山沖へ去つたが,そ の通路に暴風を起し幾多の被害を與へた。

10月 には氣圧 は全國一般に著しく高 く23日 には宮崎に 粍430の 豪雨があつた。氣温は九

州地方は一般に低温であつ/こ。

11月 には氣墜は墓潤西部・琉球・小笠原島附近は高かつたが其の他の地方は低 く,12月 は前

月 ε反対に琉球 ・肇潤・支那方面に低 く其の他の地方は高かつた。

以上が昭和9年 度の氣象概況である。

第 式 節 昭和9年 の降水量分布状況

平年に於て降水量の最多地方は宮崎縣の 耳川・五ケ瀬川 の上流地方部ち西臼杵・東臼杵 ・見湯

郡地方で年降水量2400粍 以上ありそれより漸次北叉は北西に行 くに從ひ其の量を減じ,次 に

福岡縣の南部矢部川上流地方も亦年降水量2400粍 以上で第2位 に位し,長 崎縣島原半島 ・五

島地方・i対馬の東部・鹿児島縣甑島等は2000粍 以上 もあり,福岡 縣 の北部海岸地方・大分縣の

瀬戸内海沿岸地方及び長崎縣李戸島の・一一i部は何れ も1600粍 以下にして最少量を示 してゐるの

であるが,昭 和9年 度降水量分布を見れば宮崎縣宮崎郡の南部 及び同縣南那珂郡の北部地方
"

が2200粍 を越え其外福岡 縣の西北部 並びに之れに接せ る佐賀縣の山間部には2200粍 以上

叉福岡 縣矢部川の上流地方に2000粍 以上の所あり,他 は之れを中心として漸次其の量を減じ

最少なるは平 年同様大分縣の瀬戸内海沿岸地方 及び福岡縣北部海岸地方で 何れも1200粍 以

下である。

今平年 と比較する爲めに平年 との偏差圖を検すれば第IV圖 版に掲げteる如 く,年降水量に

就いては九州全体 εして平年 より砂 く殊に九州山脈以南の土地即ち 鹿児島・宮崎両縣は殊更寡

少で最大の員の偏差を示 してゐる。 尤 も佐賀・長崎・福岡縣等の一局部地方には極めて少量平

年 より多き地方もある。

扱て各月別の降水量分布並びに之れが平年 との偏差圖を示せば第III圖 版 及び第IV圖 版



の通 りである。 順次各月に亘 り分布状態を槍すれば,

1月 には九州山脈 より以南宮崎縣の南部 及び大隅地方より以北は5{,粍 以上にしで大体 山

脈 より西側即ち鹿児島縣の海摩に至るに從 ひ漸次其量を増して=おり,中 部九州より北部九州

に至 るに從ひ其量を減 じてゐる。 只背振山塊地方のみは50粍 以上の降水量があつた。 偏差

量は甑島の稻平年 より多きを除けば 九州一般に平年 より砂 く最 も員の偏養の大 きいのは背振

山塊地方の80粍 である。

2月 には50粍以上 降雨0)あ つた所は熊本縣の中央部・佐賀縣0)北 部・長崎縣 の最北部・福岡

縣の西部の一小部分・鹿鬼島縣の西海岸地方で他は此等三つの地方を中心とし漸訳東の方に行

くに從 ひ減少してゐる。故に偏美圖を見れば東側海岸地方は卒年 より砂 く宮崎縣の如 く80粍

以上も紗い所があつた。

3月 には南部九州地方は南に行 くに從つて多 くな り,北部九州地方は北程砂 くなつてゐる。

偏差圖よりしても北部九州地方・瀬戸内海沿岸地方は一般に平年 よりも寡少であるが南部九州

地方では南程降水量多く一番多い虚は卒年よりも50粍 以上あつた。

4月 は北部九州・熊本縣の南部・鹿児島縣の北部・宮崎縣の北部 及び大分縣の南部の一小部分

の地域を除けば軍年 と同程度である。

5月 は長崎縣の大部・佐賀縣の西部及び宮崎縣の一小部分は不年 より多 くなつてゐ る他は

平年より紗 い。 此月の最多地方は宮崎縣の北部で'300粍以上 あり,最 少は1福岡縣の西北部海

岸地方及び大分縣の別府湾に面せる海岸地方で何れ も50粍 以下である。 負の偏差の最大.な

るは熊本縣の内陸地方及び宮崎縣の大淀川の李野地方で100粍 以上 も砂ない。

6月 は梅雨期 とな り最大降水量のある月であるが,本 年は澗梅雨の爲めにか一般に平年 より

寡少で大部分は200粍 以上 も砂い。 殊に福岡縣の山間地方,九 州の背山脈 より西側の方は其

の偏差が大 きく東側は西側程でもなかった。

7月 初旬は前月に引績き梅雨期に屡するのであるが 澗梅雨のためか福岡 縣の東部海岸を除

く大部分の地方及び佐賀縣の大部分の地方のみ平年 以上の降水量があつたが他は 何れ も平年

以下で宮崎縣の中部地方は軍年 よりも400粍 以上 も砂い所があり漸次西北に進むにつれ員の

偏差は砂 くなつてゐる。

8月 に人れば 本邦南海岸に高氣圧 があつた爲め宮崎縣の東北部沿岸地方は平年 よりも300

粍以上 も寡少で西或は北に進むにつれ員の偏差が砂 くなつて居 り,福 岡縣北部では平年 より1

50粍 以上 も多 くなつてゐる箇所がある。概 して南九州の方が雨量は紗 ない。中には有明海島原



漕に面してゐる地方の如き50粍 以下の所 もあつた。

9月 には氣候不順曇勝 ちであつtc爲 めと下旬に室戸鵬風が 九州東海岸を通過 した爲めに平

年 よりも雨量多 く殊に大分縣の南部・甑島 ・堂岐及び福岡縣の北部海岸並びに南部地方は平年

よりも200粍 以上 も多い.降 水量では九州山脈の東側は300～500粍,大 分川・矢部川以北は

300粍 以上で最多は背振山塊地方であつた。

10月 には北部九州は南部九州よりも遙かに寡雨で大燈平年 並みで100粍 以下である。南部

九州も熊本・鹿児島両縣で は100～150粍 であつ たが 宮崎縣地方の海岸に面 して居 る腱 では

500粍 の降水量があつた所 もあるが宮崎縣で平年 に較べて正の偏差の大 きいのはIO月23日

に宮崎を襲つた豪雨に基 くのである,,

ll月 になれば平年 並みで 偏差は多 くて も100粍 以上の 所はなく,叉100粍 以下の所も

ない。 大燈平年 の分布量に似通つて居る。
ノ

12月 に入れば寡雨期 となるのであるが大体前月同襟である。平年 より砂いのは北部九州地

方で100粍 以下である。 中部及び南部九州は平年 より多い。

降水量の分布 並びに不年 εの偏差状態は以上大燈述べたが,更 に 九州各地測候所に於ける

各月別分布量を槍 してみれば次の様である。

梅雨の關係か福岡縣北部を除いては各地共6月 に極大錨が現Xl.(福岡 では7月 に現れる),

第2の 極大点 は熊本を除いては9月 に現れるのを普通 εする。 極小点 は福岡 ・佐賀・長崎・大

分・鹿鬼島では1月 と8月 にそれぞれ第一,第 二の極小点 が現れ熊本では6月 に極大貼が1

月に極小点 が現れ るのが通例である。然 るに 昨年の 氣候は異変的であつた爲め降水量分布 も

從つて大分異 り各地測候所に於 ける降水量月別変化 は第1圖 に掲げてゐる如 くであつて平年

のそれ と分布状態を異にして居る。 宮崎では既述の如 く10月23日 に於ける豪雨に由る結

果第1の 極大点 が10月 に現れ,他 の 地方即 ち福岡・佐賀・長崎・下關等は9月 に現れた。

7月 には北部九州及び下關では第2の 極大点 εして叉熊本では第1の 極大貼 として現れ,宮

崎では6月 に鹿児島 では4月 に第2の 極大点 が現れて居る。

極小点 としては各測候所により異つて屠るが平年通 り1月 に極小貼の現れてゐるのは福岡

・長崎・佐賀・下關等の北部九州地方であり,大 分は2月 に叉他の中部及び南部地方は9月 に

現れて居る。第2の 極小点の現れてゐるのは鹿児島 は1月 に,熊 本・宮崎 は2月 に,福 岡

は5月 に,長 崎・大分は8月 に,佐 賀・下關は10月 である。

以上の如 く第1,第2の 極小貼が稻作期間中に現れ而かも其等極小月に於 ける降水量は 第



第1圖 九 州 各 地 測 候 所 別

昭和九年並び に革年 の月別 降水 量



1 ,第2共 に相接近 した値であ り平年に於ける状態 と非常に趣を異にして居るので旱魃 も未

曾有のもの となったo

第 参 節 昭和9年 に於ける降水量 と農作物 ξの關係及び之れが

早害 として現れた被害状況

降水量 と農作物 との關係を述ぶるに先だち 昭和9年 度に於ける稻作期間の氣象要素に就い

て略述 しよう。

氣盈,降 水量並びに日照時数は稻作豊凶に重大 なる關係ある氣象要素である。 昭和9年

は平均氣温 よりみれば寧ろ稻の成育期間中高 くなつてゐる。 福岡 と宮崎における氣象要素を

軍年の もの と比較 してみれば平均 氣温 も日照時数 も平年 以上になつてゐる故に必要水量 さへ

あれば豊作 となるべきであつた。 然し以下述べる様に降水量が極度に寡少であつた爲めに未

曾有の大旱魃 を被ったのである。 尤 も年々水害を蒙つて勘 ヒ所或は排水不良の田 或は叉昭和

9年 の如 き水鱗謹に拘 らず灌概設備の充分完全な所等は豊作を示 してゐる。

次に降水量に就いて見れば,全 年及び各月別の降水量分布及びそれ等の平年 との偏差は既述

の如 くであり,尚 叉第HI及 び第1▽ 圖版を参照 さるれば明 らかである。

1月 より3月 に至 る間は寡雨多照の爲め貯水池 並びに 各河川等には平年 並みの貯水量或は

流量な く苗代期間中は4月 の低温5月 の 高温多照の結果既に早や 苗代期中に 用水の缺乏 を來

たし北九州地方では旱魃 の聲を高め,そ れに続く6月 には高温寡雨績き小笠原島方面には優勢

な高氣墜が存在 し低氣圧発生 するも其の通過速かであり早や 盛夏の天氣の型式を とつた爲め

に澗梅雨の現象を來 たし挿秩期に於 ける用水量の不足は植付を不能な らしめ,旱 天に慈雨が

侯たれたが天懸せず雨量は各地共未曾有の寡少量を示 し農民は神肚に所願 した り或は 租先の

人達がその吉行つた古式の謬を繰返へ したり,7月8H大 砲により降雨を齎 さん と九州の中

央熊本縣上盆城郡大矢野原 及び北九州福岡縣三井郡高良毫・企救郡狸山・田川郡後藤寺・福岡市

外箱崎海岸等で實弾射撃が行はれたが何等の効果な く9日 に雷雨性の降雨が+数 日振 りにあ

つた。 宮崎では6月20日 に21・1粍 降雨が あつたのみで23日 振 りに7月13日 に1・4

粍降つた。

7月17日 石垣島の南方に現れた鵬風の爲め天氣は崩れ始め鵬風は南支那 より上海,黄 海 よ

り朝鮮へ と進んだ。 其の結果18日 より25日 迄降雨が綾き九州全土に雨を齎 し今迄の旱魃

を幾分和 らげるに効果があつたが,其 れ迄の6・7月 の植付期 と見倣 さるべき期間に於ては極

度に無降雨 日数績 き農民は植付も出來ない爲め非常 に困惑 した。



7月 中旬より同下旬に至 る福岡 ・佐賀 ・宮崎 ・鹿児島の各測候所での降水量は次表の如 くで

ある。

第1表

降 雨 期 間

降 水 量

福岡佐 賀 宮 崎 鹿 兇島

17{v25日18～25日14～23日20貞 》24日

粍 耗 粍 粍

147。7151.9125・367・1

又1月 より4月 迄の降水量の平年 との偏差は第2圖 の如 くであつて福岡縣の大部・宮崎縣及

び鹿児島 縣の一部が員の偏差が大 きい。

第2圖 降 水 量 偏 差 圃(自1月 至4月)

其の後8月 に人つて 叉日照綾き南部九州は北部九州よりもtヨ照寡雨の度甚しく枯死田畑出

來被害豫想外に多額に上つた。 稻作成育期間の5月 より8月 迄の降雨量の偏差は第3圖 の



第3圖 降 水 量 偏 差 圖(自5月 至8月)

通 りであり,之 れに依つても如何に寡雨だつたか ミ云ふことが分 る。宮崎縣に於 ける偏差量の

如き平年 よりも800粍 以上 も員になつてゐる所がある。 九月には低温多雨 とな り,初旬の鵬

風即ち7・8・911の 鵬風は各地に大雨を齎 し加ふるに下旬の21日 朝近畿地方に大惨害を惹 き

起 した室戸鵬風は20日 夜か ら九州南方海上を北東に通過 し通路近傍の鹿児島 ・宮崎殊に宮崎

縣では農作物に大被害を及ぼしたが他縣は鯨波位に止つた。9月 には既往に類例 なき位多 く

o)降水量を見たが成熟後期のlo月 には平均 氣温は平年 より低 く日照時数 も同様に寡 く既述σ)

如 く23日 に宮崎を襲ひ2斗 日朝 日本海に出た小低氣駆のため宮崎に豪雨あり農作物に砂 なか

らざる損害を與へた。要す るに日照を必要 とする成熟期に平年 以下の日照時数 を,苗 代・挿映・

分蘖期の水分を多 く要する期間には用水量の缺乏 を見る等之れが凶作の原因をなしたのであ

つた。

旱魃或は早害 と云ふ言葉は田畑農作物を対象 として言はれ る言葉である故に,田 及び畑の分



布圖と降水量主として稻作成育期間のものを対比する事に依つて一層早害の概念が與へられ
　

よう。 これが爲めに昭和4年 褒行の 内閣統計局農業調査結果報告に基いて作製しfe田及び畑

の栽培面積分布圖は第4圖 及第5圖 に掲げる如 くであ りこれ と第'3圖 ξを比較対照 するこ

とによつて論じよう。

まつ水田の分布状態をみれば・一番多 く密集 してゐるのは福岡縣の南部筑後川の沿岸地方,佐

賀縣の有明海に臨 める李野地,並 びに熊本縣の有明海に臨める諸李野地方である。此の地域に

樹す る降雨偏差量を見れば福岡 ・佐賀地方よりも熊本地方の方が蓬かに員の偏差が大なる故 熊

本地方の早害の被害は大であつた と云へる。 叉畑作に就いては寡雨の度合 よりみても鹿児島 ・

宮崎両縣 が熊本縣よりも被害が大 きいことが分 る。

第4団 水 田 面 積 分 布 表 ●は千町歩を示す



第5圖 畑 面 積 分 布 表 ●は干町歩を示す

要するに降水量偏差圖,田 畑栽培面積分布圖等より糸合 して考ふれば北部及び中部九州 より

も南部九州の方が旱魃 の被害甚だ しかつた様である。 更に旱害の程度を知る爲め九州各縣別

水稻旱害状況表を掲 ぐれば,

第2表

縣 別

福岡大 分

佐 賀

長 崎

熊 本

宮 崎鹿児島

蟷 嬢・A)
町

goo74

57584

54766

33978

79349

46762

58079

襟 鵠 蓋(B)
町

634

1566

201

437

939

2290

4181

B
-×100A

o・71

2・72

0・37

L29

1・lg

4・91

7・20

難9雄(c)
石

2122220

1091622

1387160

596129

1580250

742030

go8941

職 億(D)
石

2393863

1198654

1285030

.594225

17go325

971330

1325734

 C  —  I.) 

D------X ioo

0

・113

-0.089

十 〇・079

十 〇.ooo3

-o・097

-o .236

-o・3π4

(各 縣9月15日 報告及び昭和9年福岡 縣 米統計書1:よ る)



第2表 の通 りである。両 郡別水稻旱害被害圖は第6圖 の如 くであつて 昭和9年 度實収量

(佐賀・鹿鬼島両縣は9月15日 現在)の 前5ヶ 年平均収量 に対す る減収歩合を 圖示 してゐ

るものである。

第6圖 九 州 各 縣 郡 別 水 稻旱魃 被 害 圖

第 四 節 昭 和9年旱魃 の 全 般 的 考 察

昭和9年 度の月別降水分布,旱魃 の経過等を述べたが,昭 和9年 を顧みる時異変の多かつ

た年 といふことにつ きる。旱魃 だけの貼に就 き考察する時は昭和9年 の ものは過去の旱魃 史

よりみるとき1稻 作期間中の降水量の貼につきては明治26年7月 の如 く鹿児島測候所に於い

て全然降雨を見なかつた 月等 もある故 各地測候所共 開設以來の記録を破 る程の ものでな く寧

ろ明治26,27年 に亜 ぐものである。 然 し昭和9年 には其の前年11月 以來苗代期に至 る各

貯水池,溜 池の瀦水量或は河川の流量等は不年のものに較ぶれば蓬かに砂 く福岡に於ける苗代



期の6月 の降水量が測候所開設以來の寡雨で,北 部九州では苗代用水の不足を來tcし 代掻水

も得 られず勿論植付も不能であつて7月 下旬の降雨により植付出來た状況であるが南部九州

に比較すれば植付歩合 も良き方であつて,南 部九州は澗梅雨の上に8月 の降雨が甚だ砂 く前

月までの寡雨状態に一層 拍車をかけたる観があり,8月 には 日照充分なれさも用水砂な く9月

の不良天候と相侯ち旱害 として九州地方には未聞 と稔せ られる程の被害を與へつ ・昭和10年

が迎へ られた。

第 武 編 昭 和9年 以 前 の旱魃

昭和9年 以前の旱魃 は資料の都合により明治中葉,多 く20年 代の初めに創設 された各地

測候所の開設後の旱魃 は正確なる資料を得 られたが,そ れ以前のものは局部的に詳細なものの

みしか得 られなかつた故九州全般に亘 り詳細に述べ ることは出來ない。

第 試 章 九 州 各 地 測 候 所 開 設 後 の旱魃

これを述べるに先立ち九州の氣候区 に就いて考へ此れを基にして旱魃 状況を調べてみよう。

九州はその中央を走つてゐる九州山脈によつて南北に二分され氣候も北部 と南部 とは異なっ

てゐる。 北部を更に瀬戸内海沿岸地方,有 明海・島原漕に面せる西部地方及び西北部海岸地方

に分けて考へ,西 北部海岸地方を更に小旺分 し北九州並びに西部海岸地方に分ける。

南部地方に厨 してゐるのは鹿児島 ・宮崎の両測候所,瀬 戸 内海沿岸地方には大分測候所,有 明

海・島原漕に面 してゐる西部地方には熊本・佐賀の両測候所,北 九州区には福岡 ・下關(下 關は

九州本島の北端にある門司 ε僅か数 拾町の所にあり極めて 近接 してゐる故 便宜上北九州雇に

人れて考へる)両 測候所,及 び西部海岸地方には長崎の測候所が厨 してゐる。以上は主に九州

本島に就いて ・"あるが,其 の他島喚に壼岐・i対馬・五島列島・甑島並びに鹿児島 縣薩南諸島があ

るが嚴原測候所のものだけを述ぺる。

各測候所開設年次を掲 ぐれば次表の如 くである。

第3表

福岡下 關 佐 賀 熊 本
.長 崎 大 分 宮 崎鹿児島 嚴 原

明 治23年1623231120161619

西 暦(18go)年(1883)(18go)(18go)(皿878)(1887)(1883)(i883)(1886)



第4表

福岡下 關 佐 賀 熊 本 長 崎 大 分 宮 崎鹿児島 嚴 原

備 考 括孤内は降水量なり



稻作期間中2fJち5月 より8月 迄の降水量50粍 以下の各月を測候所別に示せば 第4表 の様

で回数よ り見れば福岡が最 も多 く嚴原が最も砂 い。 南部九州の方が回数の砂いのは一般に李

年の雨量が北部の測候所に較べ多量なのに原因するのであ らう。

更に5月 より8月 迄の月別起生回数 を表示すれば次の様である。

第5表

月別1箇 所 別 福 岡 下 關 佐 賀 熊 本 長 崎 大 分 宮 崎鹿児島 巌 原 合 計

5103101400019

61010000002

732223113017

89111186945366

言十231615101014583104

表より見れば寡雨の頻度は何腱の測候所に於て も8月 に最 も多 く6・7月 に砂 い。5月 に現

れ る所は北九州地方に多 く南九州地方に砂い。

次に5月 より8月 迄の降水量を総計したもの ・うち寡雨度の甚だしいものを各測候所につ

き撰び出せばその年が丁度旱魃 であつた年に該當す る様に思はれる。 そしてその順位は早越

の順位に一致する様 である。

第6表

寡雨 ノ度合福岡 下 關 佐 賀 熊 本 長 崎 大 分 宮 崎鹿児島

第1位 明治27年 昭和9年 明治27年 明泊27年 明治27年 明治27年 明治27年 昭和g年

第2位 昭和9年 明治27年 昭和9年 明治30年 大 正6年 昭和9年 昭和9年 明治27年

第3位 大正2年 明治21年 大正9年 昭和9年 昭和9年 明治24年 明 治30年 明 治30年

第4位 大 正8年 大 正2年 明治40年 明治28年 明治30年 大 正2年 明治24年 明治37年

第5位 明治26年 昭和4年 大正2年 昭和5年 大正14年 昭和1年 昭和6年

2Pち第6表 は旱魃順位を示すもので第一位は明治27年 か昭和9年 かであり,明 治27年 の

方が第一位を占めてゐる数の多い ことよりすれば明治27年 の旱魃 の方が甚 しかつた様であ

り,福 岡縣に於ける旱魃 は昭和9年 よりも明治27年 の方が遙かに甚大であり,福岡 縣のもの

に就いては 詳細に後述する故第五章 に就 きて参照された く他の縣に就いては第参章を参照 さ

るれば明瞭である。

第 五 節 北 部 九 州 地 方

主 として北九州の福岡 縣の大部,佐 賀・長崎両縣の北部を 含む地方に就いて総括 して述べ よ



うと思ふ。尤 も佐賀・福岡雨縣の有明海沿岸地方は寧ろ中部九州に含 ましめた方が適當 ε思ふ

が便宜上此の地方に含 ませる。

(一)福 岡縣地方

福岡縣の大部分を含む(瀬 戸内海沿岸地方を除 く)も ので福岡測候所の管轄唾域の地方で

ある。福岡 測候所観測成績報告よりして5月 より8月 に至る稻作期間に於ける過去の寡雨

月は第4表 の通 りであ り,5日 或は5日 以上無降雨 日(0・0は 無降雨 として取扱 ふ)を 圖示

すれば第7圖 の如 くであ り,8月 についτは明治26年 が無降雨期間長 く大正2年 ・明治

37年 等は割合無降雨 日数が維績した方である。福岡 に就いての旱魃 は第五章に譲ることにし,

門司附近の旱魃 をみる爲 め下 關測候所での降水量変化 をみれば第V圖 版の様であり,8月 に

50粍 以下の寡雨年 が明治18年 以來11回 あ り,又5月 より8月 に至 る稻作期間の総降水

量が500粍 以下の年が3回 あり明治27年 ・昭和4年 ・昭和9年 が之れに囑する。明治27

年は5月 より8月 に至る総降水量が500粍 以下に加へて8月 の降水量が5・3粍 故未曾有

の旱魃 となつて現れたのである。其の他の昭和4年 ・昭和9年 は稻作期間を通じて寡雨状態

が平均 されて ゐる故に旱魃 を現出し 叉8月 に50粍 以下の寡雨の年でその前月或は前 々月に

多量の降水があつfc年 は明治21年 ・37年 ・43年 ・大正11年 ・12年及び昭和6年 であつて早

魑年であつても甚大 な早害を與へてゐない様である。

(ご)佐 賀縣地方

此の地方は 昭和9年 の旱魃 の章で述べた如 く同年には他縣程被害は蒙 らなかつk。 それは

8月 の雨量 並びに 稻作成育期に於ける降水の分布状態が他縣に比 し恵 まれてゐた爲めε54-一

面には有明海に面 してゐる肥前平 野に於ける灌概の設備が充分な儒めに因るのであらう・8

月に50粍 以下の降水量のあつた年で稻作期間(5月 より8月 に至る)に500粍 以下の年は

明治27年 あるのみで,こ の年には相當早害 もあつ たであ らう事が想像 され る。尚叉8月 寡

雨の年でもその前月 或は前々月に降水量が 相當多量であつた年が多いから,8月 はその反動

として寡雨状態 εなつたのかも分 らないが兎に角 明治37年 ・大正2年 は旱魃 年で早害 もあ

つた様である。 ・一般に佐賀縣に見 られる早害は福岡 縣に比すれば砂い方である。

(三)長 崎縣地方

長崎縣地方で稻作成育期間に於て500粍 以下の年は明治27年 一回あるのみで同年の総降

水量及び稻作成育期間の降水量よりしても尚 又長崎測候所開設以來の寡雨量であることより



第7圃 五 日 以 上 晴 天N数 分 布 圖

冒は 五日間 を示寸



推 しても之が最大の旱魃 年であつたことが考へ られ るが,其 の他第4表 の8月 の寡雨量の年

が旱魃Sし て現れてゐる。稻作期間中寡雨の年は大正6年 であつて昭和9年 が其の次に位 し

てゐる。

第 六 節 中 部 九 州 地 方

熊本・大分両測候所の關係地方であるが,熊 本・大分雨縣 ともそれぞれ旱魃 の出現期が異なつ

てゐる。 明治27年 の大旱魃 は兎に角 として他の小旱魃 の出現期の差違は後者は瀬戸 内海沿

岸地方の季候に厨 し降水量 も前者程多量でないことに基因するらしい。

(一)熊 本縣地方

稻の成育期間中(5月 より8月 迄)500粍 以下降水量があつた年は明治27年 並びに昭和

9年 の2回 あるのみであるが,600粍 以下の年は明治30年 ・昭和5年 ・大正14年 ・明治34

年の4回 あり,寡 雨の出現年が割合に多い。

(二)大 分縣地方

5月 より8月 に至る稻作期間中500粍 以下の降水量の年は寡雨順に掲 ぐれば明治30年 ・

昭和9年 ・明治27年 ・明治26年 及び昭和元年等である。

第 七 節 南 部 九 州 地 方

九州の南部地方には宮崎・鹿児島雨縣が含れてゐる。 宮崎縣は降水量から云つても九州では

最多地方であり,從 つて稻作成育期間中寡雨の年は稀であるが明治27年 ・昭和9年 か掲げら

れる。 他の年 には中部,北 部九州に於 ける如き寡雨量を示してゐない。

第 参 章 各 地 測 候 所 の 降 水 量 の変化

1月 より4月 迄の 降水量,及 び5月 より8月 迄の降水量の1化 曲線を各測候所別に掲 ぐ

れば第v圖 版の通 りであつて,こ れにより各地測候所の開設以來の降水量変化 が分かる。更

にその製化の割合を示す爲めに西暦1928年:主 唱した変化 牽2'

を5月 より8月 迄の降水量について計算 すれば,

 Koppen (Schwankungsweit)

第7表

稲 岡 下 關 佐 賀 長 崎 熊 本 大 分 宮 崎鹿児島

変化率1・611・58r・601・531・731・131・ooI・57

2) W.  Koppen, Die Schwankungender Jithrlichen Regeninenge. Meleorol. Zeitschr. 45, 281-29I. 1928.



第7表 の如 くになり,束 牛部の地方の降水量変化 は西牛部の地方に比 して砂な く,熊 本が憂

化牽最大で福岡 ・佐賀・下關等が之れに次いでゐる。

第 四 章 測 候 所 開 設 前 の旱魃

測候所開設前の旱魃として古文書並びに調査報告書等より抜葦したるものを年代順に列墾

すれば以下の如くであり,尚」又福岡縣のみに就いては次章に詳述する故此の章では省略した。

九 州 地 方旱魃 年 表

慶雲3年7月283)日(9月8日4))(西 暦706年)是 日太宰府言・九國三島充旱大風。(績 日本紀)

大 同元年(西 暦806年)西 海 諸國大旱。(類 聚 國史)(大 日本 史)

承 和3年7月20日(9月8日)(画 暦836年)太 宰府 奏・早疫相傍 。(績 日本後 紀)

仁和元年Io月9日(II月 夏7日)(西 暦885年)先 是太宰府 言上管内肥前國 自六月樹 雨不降7月

II日 國司奉幣諸瀞延僧轄 経。(三 代實銀)

慮永27年 夏(西 暦1420年)是 歳天下大 旱幾 内及西 國殊不熟。(年 代記抄 節)

丈亀3年(四 暦1503年)天 下旱魃 餓死 者充浦 干路頭 。(古 本九州 軍記2巻)

寛丈3年6月(7月)(西 暦 互663年)佐 土 原藩大 旱。(昭 和9年 宮崎縣氣象年報)

享保17年 夏(西 暦1732年)是 歳6月 よ吻西 國中國四國 及幾内 の諸國旱魃 各 ヒ多 少の損害あvJ7二る

様 「贔附損毛留書」 に記載 あり。

明和5年6月(7月)(西 暦1766年)高 鍋領 雨を尾鈴 に所 ろ。(昭 和9年 宮崎縣 氣象年報)

天 明2年4月20日(5月31日)(西 暦1782年)高 鍋領 内旱魃 植付不能 。(昭 和9年 宮崎縣氣

象年報)

寛 政元年(西 暦1789年)4月20日(5月14日)高 鍋領内旱魃 同28日(5月22日)所 雨。

(昭和9年 宮崎縣氣象年報)

寛政lo年7月7日(8月18日)(西 暦i798年)高 鍋領旱す龍宮鵜戸肚 へ所 雨。(昭 和9年 宮

崎縣氣象 年報)

同年6月26日(8月8圓)雨 乞のた め鬼岳1:て 千明松焼 な 行ふ。(五 島風水害年表)

丈 化元年3月24日(5月3日)(西 暦1804年)高 鍋領早す比 木鵜 戸杜へ所 雨。(昭 和9年 宮崎

縣氣象年報)

"3)太 陰暦 日を示evJ

4)太 陽暦 日を示tivJ



天保3年7月(8月)(西 暦1832年)高 鍋藩領 内旱す22日(8月17同)尾 鈴 に所 雨。(昭 和9

年宮崎縣 氣象年報)

嘉永5年(西 暦1852年)福 江,本 山,崎 山,大 濱聯合 し大濱街道平 荒1:'〈雨乞。(五 島風水害年表)

嘉永6年(西 暦i853年)領 内大 早mal:つ き鬼岳,荒神 塚 にて叉野家・ 中村家石火矢打方を命ぜ られ

7月10日(8月14日)に は野方へ 唐人踊な命 じ雨乞 を続く 。(五 島風水害年表)

安 政3年6月(7月)(西 暦1856年)大 早高鍋藩雨を諸杜に所 ろ。(昭 和9年 宮崎縣氣 象年報)

安政4年(西 暦 夏857年)大 旱高鍋藩雨な諸,iitii:所ろ。(昭 和9年 宮崎縣氣 象年 報)

慶応2年(西 暦1866年)肥 後 大旱。(法 蓮 寺奇談 日記)

明治6年5月5)(西 暦1873年)佐 賀縣 及両 岡縣大旱変 禾大損 。(明 治 史要)

明治16年(西 暦1883年)諸 縣旱魃 。(通,信 雑誌第六號)

第 五 章福岡 縣 に 於 け る旱魃

先づ筆者等が新 しく見出した文献の 「有吉記録」及び 「奇談 日記」に就て紹介の 爲めに略

述 しよう。此の二文獣は共に福岡縣鞍手郡若宮村幅丸の清賀義勇氏の好意により調査するこ

εが出來たのである。「有吉記録」は全8巻 より成 り鞍手郡若宮村字高野にある奮高野村庄屋有

吉家の文書で,同 庄屋4代 甚次郎・5代 善左衛門・6代 嘉兵衛及び7代 十藏の4代 にわた

る元豫元年(西 暦1688年)よ り文化8年(西 暦1811年)に 至 る124年 間の記録であ り農

民記録 として貴重な資料である。 第8圖 はその 一部第四巻明和記録を示す ものである。

第8圖 有 吉 記 録 の 一 部

(明和 年間の もの)

5)大 陽 暦 日tsvJ。



「奇談 日記」は鞍手郡山口村沼 口の法蓮寺立花大龍和両 の天保10年(西 暦1839年)よ り

明治21年1月12日(西 暦1888年)に 至 る50ヶ年 間全11巻 の氣象 日記である。

第9圖 はその一部分を示 したものである。 其の他のものは後述の文獣 より抜葦 したもので

あるが,詳 細記事は附録に掲げることにした。附録の日附の点 については第四章同様明治5年

末迄は全部太陰暦に依ることにし括弧内の 日附は太陽暦に換算 したものであり,明 治6年 以

後は全部太陽暦の日付を示すものである。

第9圖 奇 談 日 記

(左浄書 され しiO巻 、右 第1巻 の一頁)

旱魃表

旱魃起 生 年
西 暦
紀 元 期 間

旱魃の
程 度

旱魃の嘔域 引 用文獻

慶雲3年506績 紀3巻

延暦22年8・3傳 読

大 同 元年806類 聚 國史

承和8年840夏 績 後 紀

寛和 元年985夏 奮 記

文亀3年1503古 本 九州軍記

元和 元年1615夏 大 旱 筑前 直 方 考

元和5年1619春 よvJ夏 筑 前福岡 藩圭記 録

寛永3年1626春 よvJ夏 筑後 久留米天 災記・米府年表

寛永18年1641夏 一 秋 筑後 久留米市誌、筑 後志

明暦 元年1655筑 前福岡 藩主記録

寛丈3年1663夏 小 筑後 大石長野堰 誌

寛 文8年1668日 本震災 凶餓放



延賓7年1679秋 一 冬 大 筑 後 石原家 記

延寳8年i680春 筑後 米府 年表

元緑2年1689筑 後 望春随筆

元緑5年1692春 一 初夏 筑後 米府 年表

元 緑=6年1703秋 筑後 久留米天 災記 、米府 年表

正徳4年1714夏 筑 後 石原家記

享保 元年1716小 筑後 望春随筆

享保9年1724夏 大 筑 前、筑 後 秋 月藩財政史料 、有吉記 録、久 留米天 災記

享保ro年1725夏 筑 後 久留米天 災記

享保12年1727夏 小 筑 前 有 吉記録

享保14年2729春 一夏 大 筑 前、筑後
有吉記録、糸合福岡 藩年表 、石原家 記
郡役所 日記、秋 月藩主記 録

享保16年1731小 筑 前 有吉記録

享保17年1732夏 筑 前、筑後 有吉記録、石原家記

享保19年1734筑 前 有吉記録

元 丈2年1737小 筑 前 博 多津 要録

元丈4年1739夏 大照 筑 前 有吉記録

元丈5年1740筑 前 有吉記録

延 享4年1747筑 前 有吉記緑

寛延 元年1748筑 前 博 多津 要録

寳暦 元年1751夏 筑前 有吉記録

寳暦4年1754夏 大 筑 前 博多津 要録、有吉記 録

寳暦7年1757夏 筑前 有 吉記録

寳暦 夏2年1762夏 大 筑前 有 吉記録

寳暦13年1763小 鞍 手、遠賀2郡 鞍手郡 誌

明和3年i766夏 筑 前 有吉記録

明和5年1768夏 大 筑 前糸 合福岡藩年表 、有 吉記録

明和6年1769春 一夏 筑前 有 吉記録 、鞍手郡誌

明和8年1771夏 筑 前 有 吉記録

安 永9年1780夏 筑前 有吉記録 、望春随筆

天 明 元年1781夏 筑 前 有吉 記録

天明5年1785夏 大 筑 前糸 合福岡 藩年表、有吉記録、望春随筆



天明6年i786春 筑 前 有吉記録

寛政 元年=789顧 夏 筑前 有吉能 録

寛政2年17go`夏 筑 前 有吉記録

寛政6年1794夏 大 筑 前 有吉記録

寛政11年1799夏 筑 前 有吉記録

享和3年1803夏 筑後 久留米 天災記

丈化 元年1804筑 前 筑前地方天墾地異録

丈化2年1805春 一夏 筑前糸 合福岡藩年表 、有 吉記録

丈化3年i806夏 銑 前 有吉記録

交化5年1808夏 筑 調 有吉艶録

丈化6年18ρ9夏 筑 前 有吉記鍼

丈化7年i8iO夏 大 筑 前 有吉記録

天保5年1834夏 筑 前、豊前 中村 日記

嘉永5年1852夏 大照 筑前、豊前 奇談 日記、中村 圓記

嘉永6年1853夏 大照 筑前 奇 談 日記

安政 元年1854夏 小 粕屋郡 明治27年 稻作 旱害調査書

萬延 元 年1860夏 小 鞍手郡 鞍手郡誌

慶応3年1867夏 筑後 加藤田 日記

明治2年1869秋 筑前 奇談 日記

明治4年1871夏 筑前 奇談 日記

明治5年1872夏 大 照 筑 前 奇談 日記

明治6年1873夏 明治史要、柳河年衷、奇談 日紀

明治13年i880夏 大照 奇談H記

明治16年1883夏 奇談 日記

明 治27年r894夏 大
鞍手郡誌、福岡測候所報告
明治27年 稻作旱害調査書

明治30年1897夏 鞍 手郡誌 、福岡測候所 月報

明治32年18998月 小 鞍手郡 鞍手郡誌

明治37年Igo4夏 鞍手郡誌、稲 岡測候 所月報

大正2年1913夏 鞍手郡誌福岡 測候所月報

大 正6年1917夏福岡 測候所 月報

大 正9年1920夏福岡 測候所 月報



大 正Il年1922夏福岡 測候所 月報 、鞍手郡誌

昭和4年1929夏福岡 測候所 月報、鞍手郡 誌

昭和9年1934夏 大 第一章既述

第 墾 編 降 水 量 の 週 期

第 六 章 九 州各 地 測 候 所報 告 の 降 水 量 よ う

算 出 せ る降水 週 期

九州各地測候所の 降水量の観測成績 よりして 降水の 週期を 算出したが週期の算出方法は

.並 びに の方法6)に よることにしtc。

何分観測の開始 されたのが早い所で長崎の明治11年,多 くは明治23年 か らで年数 より言

つて もせ いぜい45年 より58年 位である。 長い週期は計算出楽ない故3年 よめ15年 迄の

推定週期 を用ひ週期を出しi単位 は3年 より牛ク年毎に とつた。

以上の如き條件で計算 した週期表 は第10圖 に示す如 くである。 横軸は推

定週期を,縦 軸は振動の和 を表はす。 尚降水量は稻作成育期間における

もの即ち5月 より8月 に至る降水量の合計であつて各地 とも年降水量と略e同 じ変化 を示

してゐる。

週期表よりして各地に於ける降水量の週期は次表の様である。

Whittaker Robinson

(Trial period)

(Period gram)

(Oscillation of sum)

第8表

福岡 4券,9,15・

下 關4,8垂,H秀 ・

佐 賀5,:o・13・

長 崎4,6垂,:1巻 ・

熊 本4垂,7,13・

大 分5,9・

宮 崎4,10秀 ・

鹿児 島4彦,10,14。

両此の算出 された週期 よりして九州全体 の降水量の週期を出すことは困難である。 何 となれ

ば各地共其の特有な週期を もつてゐるからである。 然 し近似の値でもよいか ら大体の週期を

検 してみよう。北九州地方の四つの測候所についてみれば一番短 い週期は 嘱 年を中心とする

ものであり,訳 には9S年 を中心とするものである。而して此のことは他の南部 及び中部の各

地方の測候所での週期についても同じことが言へる。 長い の週期の如 きものは計 Bruckner

6) Whittaker & Robinson, The calculus of observation. P. 349-36o, 1924.



福岡

下 の 闘 佐 賀 長 崎

熊 本 大 分 鹿児 島 宮 崎

第lo画 各 地 降 水 週 期 表
横 軸 推 定 遍 期

縫 軸 振 動 の 和



第II圏 雇 岡 に 於 け ろ梅 雨 期 間 降 水 量



算出來なかつたが,短 かいものでは 婦 年,次 に 吋 年が降水量の週期 として推論されはしな

いだ らうかと思はれる。 寺田博士及び高橋氏7)の 唱へ られてゐる偶然の週期即ち単位 時間の

4倍 及び3倍 が週期 として現れ る様に述べ られてゐるが 此虜では単 位時間 としては牛ク年を

採つてゐる故に偶然的週期は2年 及び 場 年であるが,3年 以上の年 より起算した故現れて

來なかっ た。

要するに降水量の週期は明瞭に何年だ ε言へない。 唯4S年 及び9垂 年附近が週期の様に

思はれるこ とが多い様である。

第 七 章 梅 雨 期 の 降 水 量

稻作期間中に多量に降水を見るのは何 と云つて も梅雨期である。 それ故に梅雨期に於ける

降水量の問題 も考へねばならないだらう。福岡 に於ける實際の梅雨期間(暦 面上の梅雨期間

ではない)に 於ける降水量痩化を掲 ぐれば第11圖 の如 くである。 叉3ク 年,21ヶ年 の移

動平均 を とればそれぞれ實線及び点線で示 される様な曲線 となる。 この3ヶ 年の移動平均 よ

りして梅雨期の降水量にも短かい週期の41年 が存在するこεが知 られるし叉9垂 年 の週期

も推論することが出來 る。 此の事は第6章 で述べた稻作期間における降水量の推定週期 と一

致するこεよりして も當然の事 と思はれる。福岡 に 梅雨期間中 降雨があれば 大燈九州全体

に降雨があるこεが 考へ られ るからして,こ のま ・九州全体 に適用 されは しないだらうか。

第12圖 は夏期0)降 水量 と梅雨期の降水量Sの 比較のために掲げたものである。

更に堀口氏8)の 梅雨期間の降水量の問題についての研究を引用 し考究 してみよう。 此の調

査に於て梅雨期の降水量は6月 の降水量を とつてあるが,梅 雨期は暦面上では普通6月11

日前後より7月10日 前後 までの約1ヶ月 間であり氣象學上の梅雨期間 と一致 しない故福岡

について算出 された堀 口氏の梅雨期の降水量比率 と前述の梅雨期間の降水量の変化 とは幾分

異つてゐる。 堀口氏の梅雨期間の雨量比率 を福岡 ・長崎・大分・宮崎 及び鹿児島 について 圖示

すれば第13圖 の通 りであつて7年 といふ週期が何虜の地方に竜みられる。然 し此の事は6月

の雨量について ・"あり梅雨期全体 の降水量 とは少 し異 る。 尤 も熊本では7年 といふ週期が出

7)高 橋wa-一一郎:氣 象 要素 に あ らにれ あ る外 見 的 周 期 に つ きて ・氣 象 集 誌 第2輯 第H巻 第4號

Ig4-・198頁 昭 和9年 ・

8)堀 口 由己:梅 雨 に關 『す る2・3の 調 査,潅 と空 第15巻 第11號391-410頁 昭 和10年P,



第12闘

てゐるし,長 崎には61年 といふ週期 も出てゐる故 一部の地方にはこの7年 の週期が存在す

ることが言へるであ らう。

第 八 章 樹 木 の 成 長 と 降 水 量

降水量の週期を實際観測値より註算するのは観測年数が砂い爲めに長年週期についての結

果は出せない。 それ故に他の資料より間接に長年週期を算出するために樹木の成長が直接降

水量に關係あることよりして逆に樹木の成長率の変化を測つてこれより降水量の変化及び長

年週期を出さんと試み,樹 木の成長と降水量との關係を調べてみた。



第13圖 梅 雨 期 間 降 雨 量比率

扱て樹木の成長によつて氣候の変遷 を調ベた のは京都大學の志田氏9)が あるが外國で.もア

メリカのググラス・c)氏がある。 樹木 としては志 田氏はlma産 の檜について研究 され又 ダグラ

ス氏は北欧並びにアメリカ産の松 そして特に アリゾナ州産の シー コイヤ 樹を用ひ

てゐる。 アリゾナ州の如 き乾燥地帯に成長 した シー コイヤの如き樹に於ては降水量の消長は

(Sequoia)

9)志 田 順:氣 候の永 年変化 と東亜諸勢 力の興亡盛衰,科 學 知識 第 可5巻 第1號10-17頁 及

同 巻 第2號138-145頁 昭和10年

 1o) A. E. Douglass, Climatic cycles and tree-growth. Vol. 1. 1919, and Vol. 2. 1928.



樹の成長に影響を及ぼす事が非常に大 きいが,一 方湿潤 地帯に属す る我國に於ては樹木の成長

が降水量によつてtr"の位影響 されるか殊に年降水量1500--2600粍 ある吾が九州地方につい

てのそれは如何 といふ問題が生ずる。

樹木の成長 と氣象要素特に降水量 との關係に就いて 九州で 直接に測定 されたものはないが

年降水量1000-1500粍 ある北海道での中島博士の縦樹につ いての實験報告'「)がある。 その
'

氣象要素中降水量との 關係を見れば第14圖 の様であ り,何 月の降水が樹の成長 と一一4番關係多

いかを検 したが4月 から10月 迄の降水量 との相關々係は♂れも似通つt値 であ り何れを黒

白 と定め難 い。 而してアリゾナ程降水 との關係は認 め難い。 まして1500--2600粍 の年降

水量ある九州地方に於ては此の關係は認 め難 いと思はれ る。 此の事は以下述べ る九大工學部

構 内産の松樹,及 びその他の樹の成長傘測定値 と降水量 εの關係についての調査か らも言へ る

ことであ碗

第14圃 縦樹 の成長率 と降水量 との相關係数

,九 大工學部構内産の黒松樹齢40年,48年,101年 及び110年 の4本 の圓木板(Scheibe)に

ついて成長率 を測定したが,圓 木板を切 り取つた位置は地表面上0.3米 の所で成長傘 の測 り

方は材心及び中心を通じて 一直線を引き此直線上に於て材心 と圓板の中心 との中鐵に於て直

角に直線を引き周園 ε交はる点をBBノ とし(第15圖 参照)材 心0と それ等各点を結ぶ0

 It) Nakazima—II., Uber den Einfluss meteorologischer Taktoren auf den Baumzuwachs, Jour. of the 

   college of Agriculture I-Iokkaido Imp. University, p. 69-256, 1923.



 B, 0B', 0 A , 0 A' の4直 径に就いて各年齢に対す る半径を測定平均 する方法'2)を採用し

た。

第15圖 第16圖

今或 る年齢の半径 を とし其の前年の半径 を こすれば その樹の成長率 は

を以て表はした。此の場合成長傘 として 即 ち第16圖 に於て影を附した部分

を以て表はし圖示 したもの と を以て圖示 したもの とを比較する爲め21ヶ年 の

移動平均 曲線を描 き之を基準線 εして 各曲線にっきその変化 状態を楡べ た所殆ん♂差違がな

かつた。 故に を成長傘 と定めた方が計算 も簡便であ り 且計算の誤 りも少い様で

ある。 既述のr.di部 内の黒松4本 についての成長率 の平均 値は第12圖 に示す通 りである。

両黒松の生じてゐた場所 はその 地暦沖積暦に厨 し地下水位L3米 位であ り互ひに接近 し樹立

し近 くて2米 遠 くて10米 位の距離に樹立してゐたものであつた。 降水量 として福岡測候所

の5月 より8月 に至る期間のものを用ふれば第17圖 に掲 げてゐる如 くであつて成長率 と比

較すれば絵 り相關がない様である。 是れは既述の如 く福岡の年降水量が1500粍 であり濕潤

地帯に屡する爲めにアリゾナ程降水量に依つて樹の成長に影響を及ぼされない。尤 も明治27

年の様な大旱魃 には4本 の樹の内2本 は成長李 が孟悪 くなつて居るが残 りの2本 は影響 され

てゐない。 其の他の寡雨の年に降水に依 りその成長率 が左右 され るこεは鯨 りなかった。

工學部産の松樹では其樹齢が砂 い故 もう少 し老木を調ぺてみた。90ち 材料 として福岡縣樽

屋郡若杉山産の樹齢177年 の杉及び直方市永満寺産杉樹 々齢205年0)も のが得 られたので

前述の方法で成長傘を調べグラフにしたものは第Vl圖 版に示す通 りである。若杉山産のもの

は海抜500米 の蛇紋岩を母岩 とせ る地質の上に讐立してゐたものであ り永満寺産のものは中

Yn

 (rn  — r„_,)

(r n—r„_1)

rn-I

icrnz- r2n_j )

?n — rn-i

12)堀 田正逸著=測 樹學273頁



第17圖

生暦の谷間に樹立 してゐた ものである。 圓木板 の切 り取つた位置は前者は地上約30糎 後者

は地上6米 の所である。両 参考のため若杉山産樹の地上'30糎 の圓木板 の成長率 と樹間

析解・3》による材積の成長率 との相關を算出してみたが微相關があつた。 第18圖 は若杉山杉

樹 圓木板を示す。次に降水 と樹木の成長 との關係をみるために旱魃 年を 第VI圖 版 には書 き

入れて居るが,そ の結果を見れば 明 らかなる様に旱魃年には樹の成長が 悪 くなつて屠る εは

限 らない寧ろ反対 の結果が現れてゐる年があることよりして考察すれば福岡地方では降水量

の多寡は直接樹 の成長に關係 しないことが分つた。両 叉樹木の成長率 を調査する時には数本

の ものについて出した結果より論及せねばならない。

第 九 章 樹 木 の 成 長 の 週 期

樹木の成長と降水量 との間に アリゾナ州に於ける場合の如 く相關が大きければ樹木の放長

13)福岡営林 署相馬丑五郎氏の計算に よる。



第18圖 若 杉 山 産 杉 樹

よりして逆に降水量変化 を知ることが 出來るが 前章で述べた如 く福岡 での吾々の調査の如 く

鯨 り關係が無い といふ結論を得た故に樹木の成長よりして 降水量の変遷 を調べるこεは不能

である。

兎に角樹木0)成 長の週期を既述の資料によつて計算 した結果は第19圖 及第20圖 の通 りで

あり,工 學部内の ものに就いては5年 及び10年 がその週期 として 現れて居るし,若 杉産の

杉については5年 ・9年 及び13年 が叉永満寺産杉は4年 ・10年 ・12年 及び18年 が週

期 として算 出された。

以上のことより杉の成長の週期は多 くは5年 ・10年 であり,松 も同様5年 及び10年 が

週期 εして現れてゐるが然 し降水の週期 とは全 く異るものである。

第 拾 章 文 書 に 現 れ ブ2る旱魃 の 週 期

福岡縣について文書に現れたる旱魃は第六章 で既述の通りで あるが此の旱魃記事を基礎



第19圖 杉 樹 成 長 週 期 表



第20圖 工 學 都 産 松 成 長 遍 期 表

にして福岡に起つた旱魃 の週期を調べてみよう。 一髄元和元年(西 暦…1615年)よ り昭和11

年(西 暦1936年)に 至 る321年 間に68回 の旱魃 が起つ たことになる故平均4・8年 に一

回の割合に旱魃 が見 られたことになる。両 元和以前のものは記録 も少いし且正確でもないか

ら用ひなかつ た。5(.旱魃 の隔年表は第9表 に示す如 くであ り1年 が一番多 くそれより遍減

し7年 及び11年 が多 くなつてゐる。11年 は丁度太陽黒点 の週期 と一致する。

第9表

隔 年 度1年2年3年4年5年6年7年8年9年Io年II年 一 ・・18年 … …23年 ・

回 数16101257252304・ 。・・・…1・ ・。・・・…1・

次に大旱魃 の週期は文書の記録によつて計算することは不可能であるし又 降水量によつて

算出するこεも長年間の観測成績がないから現在の所週期は出せ なかつた。

第 拾 壼 章旱魃 の 長 期 豫 報

旱魃あ出現期の豫想は非常に困難な問題である。 前章に述べ た如 く文書によつて 約4.8年

に1回 の割台で旱魃 が現れることが言へるし叉降水の週期か らしτ も4年 牟が一番短い週期



として現れてゐる故に大燈4年 牛毎に旱魃 が出現するか と言 ふに必ずしもさうでな く唯過去

に於て4年 牛が降水の週期 として一番多かつtcに過 ぎない尤 も年によつては続い て旱魃 が見

られたこともあつた。

それ故旱魃 の豫報 εいふ問題に対し ては從來屡 ζ用ひられて來 た長期豫報の如 く相關係数

を算出して論じようε思ふ。

昭和8年 末より昭和9年 にかけての冬期に於て

i福 岡では平均氣温か平年 より低かつたこと。(第21圖 参照)

ii北 陸地方は例年 より積雪量が多かったことO

iii北 満洲地方は例年 より氣圧が高 く,氣温が反対 に低かつkこ と。

ivオ ホツク海方面では例年より氣圧 が低 く氣温 が高かつたこと。

等の事象が起つた故此れが福岡に於ける5月 よの8月 までの 降水量の 多寡に關係あ りはし

ないだ らうか と考察 され相關係数T4)を計算 してみた。今相關係数0・3以 上のものを掲 ぐれば

第21圖 昭和9年;昭 和II年 及び平年 に於 ける

福岡の前年rr月 より翌年3月 に垂 る平均氣温

14)相関係 数 は次 の式に て計算 しアニ

門 相關係数

△κ:降水 量の前年差

A;V:各氣 象要i素の前年差

ω;誤 差

π:プ心 求 めすご年 鍛



相 關係数 統計年数

福岡の12月 よ り2月 迄 の平均 氣 温0・30±o・0945

福 岡 の1月 の氣 屋0.4r士o.0846

福岡の1月 の平均 氣 温 十 〇・33±o・0946

i新京 の1月 の平均 氣 温 十〇・58士o・0927

i新京 の1月 の平均 氣 屋 十〇・30±o・1227

新 京 の前 年II月 よvJ翌 年2月 に至 る平均氣圧0・35±o・1226

i新京 の 前年12月 よ り翌年3月 に至 ろ平均氣圧 一().34士o・1226

樺 太数 香 の12月 の平均 氣 温0.30±o・1227

千 島沙 那 の1月 の平均 氣 温 十〇・34土o・II33

北 海 道根 室 の2月 の平均 氣 温0・38士o・0945

北 海 道綱 走 の2月 の平均 氣 温0.40± α0845

八 丈 島 の.1月 の平均 氣 温 十〇・32±O.II29

八 丈 島 の 前年 ・2月 の平均 氣 温 一・…32± ・」128

であつて此れよりみれば新京の1月 の平均氣温 及氣圧 並びに福岡 の1月 の平均氣圧 ε相

關が大きい。新京の1月0)平均 氣温及氣圧 との相關は福岡 のみでは不充分だか ら下關に於け

る5月 より8月 迄の降水量Sの 相關係数 を計算 した所

相關係数 統計年数

新 京 の1月 の平均 氣 温 十〇・43±o・II27年

新 京 の1月 の平均氣圧0・41±o・II27

i新京 の 前年12月 よ り翌年2月1:至 ろ平均氣圧 一0.51士o.lo26

i新京 の前 年11月 よ り翌年2月 に 至 ろ平均 氣 謎0・49土o・1026

の様であつて下關も福岡同様 新京の1月 の平均 氣温及び氣摩 と相關が大 きい。

一方新潟
,長 岡,十 日町の平均最深積雪量 とσ)相關は+0・OC4±0102(統 計年数44年)で

も

あつ て殆 ん3相 關 は認 め られ な い。 第22圖 を 参 照 せ られ た い ◎両 叉福岡0)雪 日数 とσ)相

關 は+0・10土0・10`(統 計 年数41年)で 此 れ 又微 相 關 で あ る,、



新潟縣の最深積雪量

第22圖 新 潟縣 の最深積雪量変化 圖

更に冬の降水が夏の降水に關係ないものかを調べてみた。福岡 の前年11,12両 月の総降水

量 と翌年5月 より8月 に至る夏期の降水量 との間に相關係数 を求 めたが0.13土0・09で 柑

關は認められず,又1月 よb4月 迄の雨量合計 と5月 より8月 に至 る間の雨量 との相關も

殆んさ認められない。 故に冬期の降水 と夏期の降水 との間には相關は殆んさ認められないこ

とが分かる。

次に福岡 の冬期の氣圧 と夏期の降水量 εの相關は前掲の如 く福岡の1月 の平均氣圧 との間

に員の相關が稽 ζある方である故冬期氣圧 が高い と夏期に降水量が寡 くなることが分かる。

両叉各溜池は10月 に喋濃補強せ られ11月 初 めより瀦水 され る故11月 より翌年10月

迄の累加曲線 を槍 したが,大旱魃 の部類 に薦する昭和9年 ・明治27年 及び

旱魃年の明治30年 ・37年 ・大正2年 等の曲線は第23圖 に示す如 くであ・る。 昭和9年 ・明

治27年 等は平年量 よりも以下にあるが旱魃 の年によつτは6月 位迄平年 量 より昇つてゐる

場合がある。 この方法は豫報するのには役立たない。

要するに蕨岡に於て旱魃 の長期豫報 として稽 ミ可能性のあるものは北満洲に於ける1月 の

平均氣温及び平均氣圧 である。即ち新京の1月 の平均氣温が寒いε福岡の夏期の降水量が砂 く

な り叉氣圧 が高 くても同じ結果を示す ものである。 此虜に相關係数 の算出にあたり計算に用

ひた統計年数 は1909年 より1935年 に至る27ヶ年 であつて1月 の氣温に就いては27年

中20ク 年が第24圖 に示す如 く一致 し氣墜についても同様16ヶ年 が一一一・一致する。それ故氣温

については74.07%。 氣墜については52.26%だ け一致するわけである。

(OogiveCurve)



第23圏 各旱魃 年1:於 け ろ降水量 累加 曲線 団

以上述べ來 たつた ことに依つτ新京の1月 の平均氣温及び氣圧 がその年の福岡 に於ける5

月より8月 に至る夏期の降水量を或 る程度迄支配することが分かつた。蘇つτ昭和11年 の新

京の1月 の平均 氣温及び氣屋を見れば第24圖 に示す如 くであり,平年 よりは氣温は低 く氣

歴は高 くなつ丁居るし,福岡 の1月 の平均氣圧 は高 くなつてゐることを附記 して この項を終

へ るo

総 括

昭和9年 の夏期には稀有の早害に九州地方は襲はれ農作物の受けた被害は甚大であつた。

本稿は昭和9年 の旱魃 を中心として旱魃 を調査 した。

先づ 昭和9年 に於ける降水分布並びに此が平年 との偏差を調べ旱魃 の被害状況を も調査 し



i新京 の 一 月 の平均 氣 温

第24圖

た。 その結果は南部九州地方の方が北部九州地方よりも被害が甚 しかつた事が分かつた。

次に昭和9年 以前の旱魃及び之れが被害程度を検 した。 九州各地測候所開設後の降水量は

正確な変化 をみるこεが出來その旱魃 年に於ける降水量 も鯛明した。 尚開設前のものは古文

書によつたが資料の蒐集は福岡縣のみに偏 した恐れがあるが近代に就いては可成 り分かつた。

更に旱魃 の豫報問題のために降水量の週期表を作成 しその結果より週期を算出せん εした

が,各 地共明瞭な週期は出なかつた。 唯4年 牛 といふ短かい週期のあることが分かつfcが長

年月に亘る週期を検出するために樹木の成長 と降水量 との相關をみた。 アメ リヵのA.E.

氏の研究によればアリゾナ州産の シー コイヤ樹の成長率 と降水量 との菱化状態がよ

く一致することが報じられてゐるが,こ れは同地方が乾燥地帯に属 し年降水量寡少でありその

ため樹 の成長は全 く降水量に依存せ るためであらう。 顧岡での我々の調査の結果では成長率

と降水量 とは相關が微少であつた。 その理由 εして福岡 地方が淑潤地帯に圏 し年平均 降水量

1500粍 以上あり樹の成長に要する水分量 も適量以上に供給 されてゐるによるだ らうと思はれ

る。 兎に角長い降水量の週期は算出出來なかった。

扱て旱魃 の長期豫報に就いては5月 より8月 までの降水量 ε相關の大きいものを調べた結

果新京の1月 の平均 氣湿及び その平均 氣堅が或る程度 まで相關あることが判明 した。

Douglass



附 録

福 岡 縣旱魃 年 表

慶 雲3年(西 暦506年)

7月(8月)太 宰府 言所部九 國三 島冗旱大風抜樹損稼 。(績 紀3巻)

延 暦22年(西 暦803年)

弘法大師竃門山 に登 て雨 為所 る と云 。(傅 説)

大 同 元 年(西 暦806年)

Il月(12月)太 宰府言管 内諸國水 旱疾疫 。(類 聚國史)

承 和8年(西 暦840年)

5月 庚午朔(6月12日)遣 從 四位上和氣朝 臣眞縄於香椎所雨 。(績 後紀)

寛 和 元 年(西 暦985年)

5月21日(6月II日)勅 使 を遣 して 雨な所 る。(奮 記)

丈 亀3年(西 暦1503年) 。

天下旱魃 餓死者充満 干路頭 。(古 本九州軍記)

元 和 元 年(西 暦1615年)

大旱魃 故7月II日(9月3日)於 妙見杜雲御所禧有之。(直 方考)

元 和5年(西 暦161g年)

5月(6月)よ り8月(8月)旱魃 。(福 岡藩圭記録)

寛 永3年(西 暦1626年)

3月(4月)よ り8月(9月 中旬迄)ま で旱魃 鱗体 。(久 留米天災記)(米 府 年表)

寛 永18年(西 暦1641年)

初夏 よ り中秋 に至 η旱魃 にて米変登 らす草木凋枯 し池 魚悉 く蓋 く。(久 留米 市誌)(筑 後志)

明 暦 元 年(西 暦1655年)

今年大 に皐秋穀賞 らす。(福岡 藩圭記録)

寛 丈3年(西 暦1663年)

夏 旱数 。(大 石長野堰誌)

寛 文.8年(西 暦1668年)

諸國大旱。(日 本震災凶体 放)

延 寳 ブ 年 ・(西 暦1679年)

9月(lo月)よ り大旱魃 延寳8年 正月18日(3AIo日)夜 初て降 ろ。(石 原家記)



延 賓8年(西 暦i680年)

春 雨な し此年秋作損毛。(米 府 年表)

元 緑2年(西 暦1689年)

旱魃栗 田にて 雨乞能有之 。(望 春随筆)

元 緑5年(西 暦1692年)

春 よvJ5月(7月 中旬迄)i:至 る雨な し。(米 府年表)

元 緑16年(西 暦1703年)

8月(9月)旱魃 稻穂 多 く枯 る。(久 留米 天災記)(米 府 年表)

正 徳4年(西 暦1714年)

7月(7月 中・下旬 よvJ8月 上旬1:室 る)よVJ雨 不降60日.S;vJt:雨 ふ る。(石 原家記)

享 保 元 年(西 暦1716年)

旱魃。(望 春随筆)

享 保9年(西 暦1724年)

甲辰4月(4月)皐 乾 上災状 。(秋 月藩財政 吏料)

4月(4月)よvJ6月(7月)ま で雨tsし 。(久 留米天災記)

在大 旱也。

大 日uet:付7月 朔 日(8月19日)於 清水観音堂 にて雨乞大磐若有 之候 。(有 吉記録)

享保10年(西 暦1725年)

6月(7月)よvJ7月(8月)ま で無雨 。(久 留米天災誌)

享保12年(西 暦1727年)

大 日mel:付7月24日(9月9日)於 八幡 宮大磐 若雨乞。(有 吉記 録)

享保14年(西 暦 丁729年)

當年 大旱魃4月23日(5月20日)雨 降,巳 後5月 中(6月)無 雨6月(7月)夕 立 少 々

あ 噸。(石 原 家記)

今年旱魃 水損御損毛高12萬 石 余。(糸 合 薦岡藩年 表)

3月(4月)よ り7月(8月)ま で旱魃 の爲植付Zk・tcす能 はす 。(郡 役所 日記)

當夏 日焼 に付御損 毛之御届 同9月22日 殺 差出。(秋 月藩圭記録)

高田惣根付無 し大 旱鋤返 田高 田山田駈 々有 。(有 吉記録)

享 保16年(西 暦1731年)

旱。(有 吉記録)



享 保17年(西 暦1732年)

當年閏5月26日(7月17日)ま で5月 より降 雨績7月2日(8月22日)迄旱魃 折 々夕立

降,勲 霧雨 日照雨打曇 り蒸強 く日中に も暑氣薄 く夜 るは 蒲團朝 夕は 給 軍物 着用6月 下 句(8月 中旬)

よ り叉 ウテノコ虫彩数 出 來(中 略)7月(8月 下 旬 より9月 上 ・中旬 まで)に 入 り・方 々雨乞大雨降候

tis"虫 死候 牛 と人数雨乞い た し候得共7月2日(8月22日)迄 無雨,都 て北 風寒 くて らて ら 日に

i霧雨毎度7月Io日(8月30H)大 夕 立(下 略)。(石 原家詑)

大変 前代未 聞也。閏5月 中(6月 下旬7月 上・中旬)は 雨不相止度 々大水 にて(中 略)7月6・7

日頃(8月26・27日)よvJ所 々より虫氣立見(下 略)。(有 吉認録)

享 保19年(西 暦1734年)

大旱也。(有 吉記録)

元 丈2年(西 暦1737年)

7月22日(8月18日)於 箱崎雨乞相撲被仰付候事 。(博 多津 要録)

元 丈4年(西 暦1739年)

大 旱。

5月16日(6月21日)よ り6月16日(7月21日)迄 雨な し大 日焼 。(有 吉記録)

元 丈5年(西 暦1740年)

大 旱。(有 吉記録)

延 享4年(西 暦1747年)

早。7月6日(8月ll日)清 水寺 にて大磐若の雨 乞5ケ 村 中。(有 吉記録)

寛 延 元 年(西 暦1748年)

8月13日(8月12日)於 箱 崎雨乞角 力有之候事 。(博 多津 要録)

寳 暦 元 年(西 暦1751年)

5月(6月)大 旱i:付 小牧村木月村水喧嘩にて小 牧 より木 月の清 市 と申 もの打殺也甚大 ぜん儀6月

12日(7月4日)雨(:一 く極 る,田 毛上 は宜實悪 し。

7月5日(8月25日)於 清水雨乞 として 高野 ・亭 ・竹原・稻 光・宮永 ・黒 丸6ケ 村t:'Z瑞 石寺 ・東灘寺 ・

圓 輻寺・圓通院 ・清水寺以上暉信8人t:"〈 大磐若鱒讃少 雨有vJ,叉18日(9月7日)於 八幡宮大磐若執

行 有之名引山へは山伏籠 り雨少有 り共外村 々郡 々雨乞数 不に積 りか しく候 。(有 吉記録)

寳 暦4年(西 暦1754年)

旱魃雨 乞1:付 虎之頭御入用 之事,7月18日(9月4日)於 箱崎 雨 乞御所禧蚊角力興行被仰付候

事 。(傳 多津要録)

6月14日 雨 ふ り以來雨な し7月26日(9月12日)夕 雨す き7二けふ る。



7月4日(8月2r日)於 清水寺雨乞 として大般若執行縄信g人 此時は雨 なしく もvJt:》(入方62

匁5ケ 村 よvJ出 る。 叉 吉川[1:]'S)中として於 乙野浮久寺7月18日(9月4日)爲 雨乞大般若執

行即刻吉川へ能雨ふ ろ。(有 吉記録)

費 暦7年(西 暦1757年)

大旱近年満 作。4月28日(6月15E)よ り5月25日(7月Io日)迄 雨不降共 内黒丸川筋

井手水5月17日 もらい高野 は李浦谷堤水3日2夜1ら い 受漸皆 作仕候 其内 に 日々立廻vJ7Sら し水

仕候 。 叉5月25日 に大雨1:一(6月20日(8月5日)迄 雨無 し雨乞御上 よvJ所 々大杜 にて有 。

當時は清 水八幡宮靡山 ・乙野爆・犬 鳴 ・白瀧 其村にて雲祭無 し。(有吉 記録)

賓 暦12年(西 暦t762年)

大世間大旱魃70日 余 雨無 し。 此年 田方大 日痛 畠方7分 損毛に付年貢不足仕 に付 御納方大心配救

代銀上納願納 申候 。 閏4月28日(6月20日)大 水 にて 所 々破損 多 し夫 より6月5日(7月

25日)凍 雨有世間大 日痛村 々根付無田余分有之候近年珍数 候。 此年6月15・16日 過(8月5・6

日)吉 川邊其外天水所根付仕 申候土用 は過 候而根付仕後年 之例 可有 候當村[コ5月15日(7月6日)

切皆作旱而此年世間秋免多大騒動仕當村 は旱損無 し8月9日(9月26日)大 風有 。 上 を初 め末

々迄山 に瀧舘等仕雨乞仕當谷5ケ 村は 清水 に》(6月4日(7月24日)大 般若轄讃 仕也5日1二 降

る。 凡36日 之 間旱魃 尤世間に70日旱魃 に候6月5日 雨 は當谷凍雨の[コ大元願雨也。(有 吉記録)

賓 暦13年(西 暦i763年)

鞍手5ケ 村遽賀1ケ 村旱魃 。(鞍 手郡誌)

明 和3年(西 暦1766年)

此年茂世間旱損蜷災あ り。

6月19日(7月25日)大 夕 立有 。

8月3H(9月6日)於 清水寺谷 中雨請 として 大般若樽謹有之候6月19日 に 大夕 立有之其 以

後 に潤程之雨無之8月6日(9月9日)迄40余 日雨無 し6日 大雨 則轄讃之奇特也 。(有 吉記録)

明 和5年(四 暦1768年)

今年旱魃 。(糸 合福岡 藩年 表)

大旱魃 。

國申於五肚雲被仰付候7月5日(8月16日)箱 崎宮 に》(爲雨請 相撲執行被仰付候東方嘉摩豊前

鞍手 は堺邊迄 潤度 々有候 よ し。 宗 像は赤間邊ヨ度降 と承 る。 鞍手 上郷雨無 し尤吉川 谷奥山ロ邊6月

26日(8月8日)に 潤有 。 此年宰府水瓶賓浦 水か ・み机 島所薦 は無 し。(有 吉記 録)

i5)口 は不 明 学itv)。



明 和6年(西 暦176g年)

鞍手5ケ 村遠 賀1ケ 村旱魃 。(鞍 手郡誌)

春 より4月(5月)迄 長雨有故褻實腐牛作 或は6分 通腐世 間変 甚少 く(中 略)6月6日(7月

9日)洪 水去 る亥年以來 の大雨tsvJ。(有 吉言巳録)

明 和8年(西 暦1771年)

世 間大旱魃 也 。7月5日(S月]5日)よv)7日(8月170)迄 於 八幡 宮雨請清水 ・犬 鳴・灘

山・六Etr・内俄 山郡 中 より大勢籠7日 大雨在 凡70日 余旱魃 其 間所 々少宛潤 は 有共 不用 立虫入彩数 有之

候當村杯大 日焼 に而既に返上 に 相極候得共少 も御 少 け不被 成都て押付仕廻 に付返 上相止 に 村 中なか 「i

は止め申候 。(有 吉記録)

安 永9年(西 暦1780年)

初 頃 より旱魃 田数801町6反 歩夜 須郡56町5反3畝 下 座郡。(望 春随筆)

5月21日(6月23日)巳 刻大洪 水 に而平村 内土手切當村水稈 田余分有 り川筋余分破損 は無 之同

月25日(6月27日)27.日(29日)叉 洪水 あvJ。

7月16日(8月16日)よ り2夜3日 於八幡宮雨乞あvJ。 肚中参籠雨無 し。 同20日(8月

20日)よvJ再 雨乞2夜3日 所濤庄屋 中は 輻間汐井1=参 候 。 湯 立大瀞 樂有 同29日(8月29tl)

迄祉 中参籠28圓1こ 雨 あvJ惣 入高552匁3分 高lo石 に付3歩1厘56朱 宛。

同月25日(8月25日)於 清水寺當谷5ケ 村 として大般若所藤仕出家4人 出[:1當村11匁 余當

時切立 也。3日 之内i:降 ろ8月15日(9月13日)大 雨6月 よvJ70日 余今 日田畠潤 申候 。

旱魃に付 五肚 は勿論度 々雨請被仰付其後御 氣毒に被 思召大宰府 花台坊 爲雨乞水瓶御所薦被 仰付候也

叉旱魃 に付箱崎座圭坊机島渡海雨乞被仰付候支此時志摩郡海 中大雨龍 上 ると云6(有 吉寵録)

天 明 元 年(西 暦1781年)

3月 雨繁 く4月7分 程雨麥 實甚悪 し去年 よvJ多作 大i:不 作也 。5月10日(6月2日)中 の 口

の洪水6月 中洪水度 々。 ＼

古 田[」作共當年早損年也 。 春 免受留候惣 而夏旱魃 よつて雨請な記す。

6月18日(8月7日)よvJ八 幡 宮に而触 中雨乞。 同22H(8月II日)再 雨乞祉人4人 籠

250(8月14日)夕 立有 。 同26日(15日)於 清水寺大 般若韓讃 當谷5ゲ 村 輝 償8人 大穂宗

塩 寺隙 居参 られ候。

同27日(8月16日)上 よvJI郡4ケ 所1=而 雨請仰付候 八幡 宮へ 大庄屋代 として出動 。27日

夕 立有 。7月7日(8月27日)鰯 中雨請願湯 立大帥樂 あVJ。

遠 賀鞍手別 而雨遠に付當職 よ り早飛脚 にて 被仰付 下の瀞肚 に 而雨請御漸傭在6月25日(8月14

日)御 鯛。 蓮賀 高倉宮2夜3U,鞍 手 は水原 八幡,直 方多賀宮,禧 地宮3ケ 所 は1圓 之御 所禧也 。



銀一枚宛被仰付候也 。千度之御祓 あ り。(有 吉記録)

天 明5年(西 暦1785年)

夏旱魃 田数85町9畝lg歩5厘 。(望 春随筆)

田方水損 虫付損 毛。(糸 合福岡 藩年表)

大 早あ り。 畠作大豆枯 る。 田作 早實入悪 し。

根 付雨不降堤水落 し而荒田か き付 る山田辰 か 下5反 田迄 堤水遺候 而水取 申候近年珍数5月 に[コ川筋

村 中は不 申及 日にオ剣 にて當村塙損山田 に[エコ[宥 之口極 早損輕口 々申し 而無御生候切立6反 田]臼

邊は水績 き辰 か下の い り山田 白干焼 田は6・7厘 程i:も 有之候 に付 當大旱年た り共堤掛uJl1不 申及辰 か

下山田に6・7度 水遣 し結講也。 去れ共 大旱魃 年に付 秋 毛實入 甚劣 は 申候 。 山 ロ鯛下へ 根 付無 之田

轍凡20町 有 之候 。 當村 は皆作也 。 右根付無之御徳引不被仰付村[コ]に 被仰付春 免村杯迷 惑仕候 。

秋 免村 同前蒔物 仕候分 は合掛 りに被 仰付程。

6月2日(7月7日)よuJ於 八幡 宮御 郡方 より雨乞2夜3日 所藩あ り。 初尾40目神 樂料

130目 御渡被 成候亦5日 より鯛 中雨乞2夜3日 あ り。 亦9日(7月14日)よv}於 幅丸 河原祉

人中 よvJ20日 迄(7月25日)所 雨参籠あ り賄共肚人 より相勤 め申候。 鯛 中 よvJ最初 は米2俵 遣

数 日籠vJt:付 亦 々□ 米助合遣申知古池 にて17日 山伏中集郡中雨乞霧数 有之候 。 多賀宮i:'〈格別な 以

上 より所雨有之傍 て郡 より1村320丈 宛初尾上 る。

五肚 は最初 より所雨 あ り。 郡 々にて18ケ 所所雨被仰付候。 共後 宰府花垂坊水瓶所濤箱 崎座 圭は

机 島渡海雷山帥面所薦以格別 被仰 付所禧 之内西 部は雨 あ り。

6月16日(7月21日)乙 野村房 ケ瀧 籠 り浄久寺 ・光 明寺 鰯中庄屋 出勤仕候 。 翌17H於 清水寺

同鵤中所雨大般 若執行在之 に相極 め用 立仕僑谷 内5ケ 村 として 新濤に相成 申候。 同日雨少所禧所へ

は有 り。 同20日 此邊口雨 さつ とあvJ・ 凡70圓旱魃 也。 干付 田にに しめul申 程也潤 斗也 。 同24日

陰雨覆地雨模様 さつ と水流れ夜 も降 ろ。 同25H終 夜大雨川水 出申候。 此時漸 早田水溜 り申4月15

日(5月23日)よ り 算雨 凡7,5,6H程 に能 潤申候 。 根付無 田少 《植付 あuJ,去 共 不「」両春 免被仰

付也。 照績候頃は7月 初 頃(8月 上旬)田 方い もn入 村 々さわき申候 。 山付村 々山 かvJ多 入村 々よ

り大 いアこみ有當村は さのみ 目立不 申程也。

ハチク

此年竹枯 申候花吹其儘葉落多不出尤口竹斗枯 申 し直竹 無難也 。 自分竹数 北 の方不礒枯 申候 。

此年早 に付 畠作物所 に より嶢 申候。 大豆は不生 出枯 申候。 夫 も潤 有之内早蒔付分 は上作仕候遅蒔

は不痩不生 出焼枯 串候。 田植不 申塵は宗像 は大豆作仕口候。(有 吉記録)

天 明6年(西 暦1786年)

大 虫痛 中大墜 と云 。

春 より5月 迄(6月)大 雨大水少 し4月20日(5月17日 〉頃 雨在之5月22日(6月18



日)迄 雨無 し。0シて春田は能干asr]迄 干申候口 に付村 々共堤水干減 し而例年之6・7歩 水溜 り當村境元

の古堤水溜 り程溜vJ申 し根付 雨無之 世間悔み 申 し5月22日(6月18日)小 斗雨にて荒か2)rLU:[]掛

りは大形 に仕申候 。堤掛vJ(i水 取不中に 付同23日 朝の内堤初 而水落 か き残vJ分 に遣申 し而荒 か き仕ぜ

cavJ分 は不取候 。 此時 堤掛uJ水 取6歩 程相濟夫 よvJLB付 干付根付不相成 に付 同28日 より29日 牛

日迄1夜1日 牛 堤水落根付仕せ 申候。 村 中7歩 通 りは水 取mavJ3歩 水不 取6月2日(6月

27日)雨 有 りて但 し川水少 ζ増也 。 公儀 よvJI5祉 におゐて雨乞被 仰付候村々根付水 取不 申候 分根付

分度 々書上6月3日 よvJ2夜3日 於 八幡宮奉行 より雨乞被仰付候1郡 宗廟1ケ 所宛也 。 同6・7

日牛夏生1:一(雨あvJ川 「UI]等取不申程之雨也。6月9日(7A4日)よvJIIH(6日)迄 近來

之 大雨洪水出 る。 此時堤十分i:溜 ろ根 付皆作同 日濟 。7月9日(8月2日)迄 雨降縷諸人困窮也。

凡6月2日 前 は春 より旱かちに而 同日 より7月9日 迄降績 申候 日数四 十 日。 晴 はわつかに而候。

拐亦7月2日(7月26日)よ り於 八幡 宮 日請所濤郡宗廟に而郡奉行 より御 執行也 。 同月Io日 頃

より天 晴8月 朔 日(8月24日)迄 旱也。 此間少宛 夕立あvJて 候 へ共 ほ こuJし め り也 。 八月朔 よ

り郡宗繭にお ゐて郡[コよvJ雨請所濤2夜3日 あ リ2日 より 大雨同 日洪水近年大水村 々破 損不大形當

村川筋破損無 し。 土手惣目て水口水[]田 凡2町 余あ り不口候 。

此年春 より5月 迄旱 あvJ。 雨少 な し。6月 よ リ盆頃 まては降績夫 より亦 晴績,8月 朔 日頃 まて也 。

右 に付酷暑絶難 日は少 し。 當年 之季候 享保17丑 年之季候 に少茂不違 由。7月Io圓(8月3日)前

より所 々い もち痛之様 に稻 かぶち ダみ込 日な途果 而盆後 中よ り世間一統大虫氣 に相成 り 上下□ 大騒 寺

仕候 。 忽米 穀43匁 余 に相成 申候。 就 中山附村 々山か りいt;み 赤 く枯腐 申[]村 々虫邊 り日夜騒数 事 霧

し未 聞之見物 也。 田畠す き間な く火を燈 し虫追 の明松 目を鶩 か し候。(中 略)。 當秋 大豆 作上 ζ也 。

尤下鞍手は水入 もあれ共 一醗 上毛也。(下 略)。(有 吉記録)

寛 政 元 年(西 暦1789年)

萱 年 也 。

季候 は正A天 氣多3月 迄同。4月 より5月 上旬(6月 上旬)迄 少 々雨有 り。 夫れ よvJ大 旱Ptl:

而水 引之 オ剣致候 。6月13日(7月4日)雨 少 し有,同16日 大 雨に而川筋破損多,閏6月 朔

日(6月23日)よvJ川 筋普請組衆入込根付不濟分右之 雨に而不残濟 申候 。 大洪水 に而下鞍手 は田

甫へ[不 申候 由。 秋季 も順能各氣寒少 く全体上豊 作也 。 當6月 初(6月 下旬)は旱魃 に付養 水は

7;と 切れ 村 々思ひ思 ひに雨乞之所薦iな込甚世話 しき義共1こ候 。6月5日(6月27日)よvJ於 八幡

宮 に2夜3日 雨乞,乙 野村 房ケ瀧 浮土宗 の寺僧滲 籠 名引山 には座頭登vJ而 所念 をな し庄屋 中廻 る廻 る

に出勤致候 。 同月15日(7月7同)よ り肚 人中 より思 ひ寄に而八幡宮 にお ゐて湯立騨樂被奉候。

初 夏 より言語同断 之旱魃 に候 。 照績 き根付 も手後 に相成中に 付御 上 より御 所薦被仰付候 。(有吉記録)



寛 政2年(西 暦179(》 年)

世 間 中 作 宜。

5月15日(6月27日)よ り雨乞爲御 斬禧 於五肚御 雨所有vJma來 候 。(有 吉 記録)

寛 政6年(西 暦1794年)

大旱魃 中の上 位。

・6月 初 に一・雨日雨降 レ,其後 旱1歓に両7月21日(8月16日)迄 大早越,21日 雨降甚潤 い萬民之

1視ひ限 り無 し。 當村杯は山田切立辰ケ下堤掛 り稻 作迄田数 之内8歩 白干2歩 之黒干に而固窮甚張 し。

雨乞御所念 は御上 より日 々に有之候 へ共其理無 し。 叉 鯛 中雨乞 諸 ℃執行有之候 。(中 略)。 田作 毛上

中位也 。 変實生 り中の上也。 大 世間上 と申事也 。

清水 におゐv(6月29日(7月24日)5ケ 村 と して雨乞大般若御斬禧仕候。 入 切130日 余 に而

濟 。 尤 予 も出勤仕候也。

7月14日(8月9日)よvJ水 原於八幡宮雨乞所念 肚 人中不幾参籠庄屋 中は輻間汐井直1:参 籠2夜

3日 詰切 り串候,叉 は17日(12日)よvJ2夜3日 肚人 中 より志 しの 所禧19日 迄参籠都 合17H

大庄屋 中参籠仕候16日(8月Il日)夕 大瀞樂執 行。(有 吉記 録)

寛 政Il年(西 暦1799年)

當夏旱魃 に付御 上 よvJも5祉 所雨之御願込有之鵤 々に而 も惣廟 にお ゐて 御所繕仕 日数4・50日 も照

績 き7月 末(8月 下旬)頃 宜潤 有之候。(有 吉記 録)

享 和3年(四 暦1803年)

6・7 .月(7・8'月)旱魃 。(久 留米天災記)

丈 化 元 年(西 暦1804年)

一膿i:大 に旱魃 ぜ り。(淺 野修;筑 前地方天変 地 異録,氣 象簗誌 第23年2號)

丈 化2年(西 暦T805年)

夏旱魃 損毛。(糸 合福岡 藩年表)

當年 は春 より天氣 勝に有之,堤 水 等 も溜 り込不 申根付 に相成候虎,雨 無 くして 根付不相 成村多 く夏 中

言語 同噺之皐Ptl:而 田方 白干 に相 成巾候 。 當村杯堤宜数 ゆへ 暫 く持 こアニへ 申候へ共,7月7日(8月

r日)頃 は堤干落 に相成 申候。

當春 も至 而雨遠1:有 之候間6月 中旬(7月 中旬)よvJ雨 乞御所濤所 々1:有之候。 箱崎机島 ・宰府

水瓶御所薦御上 より7月 中旬(8月 上旬)に17日 執行被 仰付候,叉 寳満 水鏡 ・雷山瀞面御 所濤 も其

箏

後被仰付候 。

當夏 よりの旱魃 に付村 々至秋 候而御口 免御願 申上候村 々多有 之。(有 吉記録)



丈 化3年(西 暦i8c6年)

6月17日(8月1日)於 氏神 雨乞致候 。6月21日(8月5日)於 八幡 宮雨乞御所薩被仰付

候也 。27日(8月11日)雨 少 し有 り。(有 吉記 録)

交 化5年(西 暦1808年)

6月 朔(6月24日)此 日 より7月9日(8月30日)ま で雨降 らす旱魃 。(米 府年表)

大世間 中豊作唱候 。

5月26日(6月ll日)於 八幡 宮雨乞2夜3日 御奉行 よ り御所濤被仰 付候 。

5月27日(6月12日)洪 水村 々破 損所出來致候 間□□ 見分 夫掛 帳出す。

閏6月23日(8月14日)於 清水観 世音堂雨乞御所薦大般若経執行 出勤致候。(下 略)。

7月 朔 日(8月22日)於 八幡宮 雨乞御逝薦鯛 中よ り致候。 同II日(9月2H)[コ 雨澤 山に有

之候延引也。(有 吉記録)

文 化6年(西 暦180g年)

大旱魃 也。

5月5歩 天氣5歩 雨,6月1日 も雨無 し・漸27日(8月8日)に 少 し白雨有 り。 大旱魃 に》(

7月 雨無 し大 日照,29日(9月8同)夕 少 し雨有uJ不 用 蓮候 。8月8歩 天 氣2歩 は少 し雨牛天位

い也 。(中 略)都 而 當年は雨少 く夏内一向 に降無之に付干 付田多・高田 ・山田稻株焼枯 すすかや の如 く

成 ろ。 其 外 白干多 出來致 し村 中大騒動 に及候 。

6月16日(7月28日)雨 乞,八 幡宮に而2夜3日 軌 行,17日 白雨少 し有uJ。

6月22日(8月3日)雨 遠 に有之鯛 中として,輻 丸川原 におゐて雨乞2夜3日 執 行仕構 受持 高

野村庄屋 十藏,竹 原同太次右門,4同 彌準,水 原同傳七 日々替 る替 る出勤肚人13人 替 ろ替 ゐ勤。 同24

日(8月5日)迄 雨無之 に付叉 々同 日よvJ於 同所 右 同断御所薦2夜3日 執行,27日 に白雨少 し

有 り。

7月3日(8月 【3日)よ り直方 ・二すこまt二瀬雨乞御所疇郡中肚人惣寄に而執行,燭 々 よvJ大 庄屋

庄屋 出勤也 。 予 不快不参 。

7月5日(8月15日)於 八幡宮17日 雨乞御 所薦 被仰付候 。

7月 中旬頃に相成候 而は村 々思ひ思 ひに雨乞執 行有之候 。 當村 同2T日(7月31日)1村 申 とし

て於購 天宮大般若2夜3日 御萌濤 仕候,導 師は大穂宗生縄寺隠居霧 嶽大和尚井東輝寺其外門口中切寄

所濤 執行近村 より参 詣諸人霧数候 。(有 吉記録)

文 化7年(西 暦1810年)

豊 作 大 世 間 中。

5月4歩 天氣6歩 雨,6月8歩 天氣2歩 雨,7月9歩 天氣1歩 雨少 し旱魃也,8月8歩 天氣



2歩 雨,9月 天氣也雨亡 し・(中略)洪 水無 し旱魃 年也。(有 吉記録)

天 保5年(西 暦1834年)

7月18日(8月21日)雨 乞所薦 。(中 村 日記)

嘉 永5年(西 暦1852年)

6月21日(8月6日)雲 所濤 。(中 村 日記)

5月25日(7月12日)今 日大照 に而此頃諸方高山雨乞千把焼在夜星 。

6月 末 附 記 事 項 。

當季就旱魃 下之通 從御上 雨乞御執行鯛達。机島所薦,赤 幡坊,寳 満 宮水鏡所薦,樗 迦院,水 瓶痂 壽,華

台坊,太 宰府 ・沖津 島 ・田島 所薦 。

此 之 外 所 々 雨 乞 所 濤 不 少 。

鐘崎釣鐘 引,莚 内千 鳥ケ池汲干,余 略。(奇 談 日記)

嘉 永6年(西 暦1853年)

6月29日(8月3日)雲 。(中 村 日記)

6月25日(7月30日)今 日大照所 々雨乞在夜星 。(奇 談 日託)

安 政 元 年(西 暦1854年)

旱 損。(明 治27年 稻 作旱害調査書)

萬 延 元 年(西 暦1860年)

7月(8月 下旬 よvJ9月 中旬 まで)旱魃 。(鞍 手郡誌)

慶応3年(西 暦1867年)

6月20日(8月11日)よ り8月17日(Io月6日)迄 晴天,其 内両3度 燦雨有之候 。

(加藤 田 日記)

明 治2年(西 暦186g年)

10月3日(Io月27日)今 日青天昨今は雨少庶民潤 雨乞夜來曇天冷 。(一奇談 日記)

明 治4年(西 暦1871年)

6月2z日(8月8日)今 日青天坊ケ瀧 雨乞,残 災殆 如火 中坐曇 天。(奇 談 日記)

明 治5年(西 暦1872年)

6月22日(7月27日)今 日大 照頃 日各村牛 馬損候間夜 白山狩在 星天。(奇 談 日記)

明 治6年(西 暦1873年)

佐賀縣,福岡 縣大旱変禾大損。(明 治史要)

6月 大旱す。7月t日1:至vJ降 雨 す。(柳 河年表)



7月24日 今 日曇,諸 寺院肚祠 に而再雨乞在 。(下 略)。(奇 談 日記)

明 治13年(西 暦1880年)

7月19日 今H天 照爲雨乞,靡 山頂擬龍騰。(下 略)。(奇 談 日記)

明 治16年(西 暦1883年)

8月6日 今 日大照(中 略)昨 今虜 々雨乞星天 。(奇 談 日記)

明治27年(西 暦1894年)

大旱魃 。(鞍 手郡 誌)

自7月 至8月 の旱魃

此年は5月 よvJ雨 量は不足 を告げ7こが7月 は梅雨期 なろ1:著 しい雨がな く,8月 に入 つて は毎 日旱

天が績 き,8月 の降水量(t吉 井の ・粍o最 も少 く,粕 屋郡大川1粍3・ 前原1粍8・ 八屋3粍5・

福岡4粍6・ 編島5粍6・ 芦屋6粍o・ 東 郷6粍1等 で共 の他の地方 も10鍛 粍t:過 ぎな かつ

すご。 無降水 量は吉井や福岡 では7月27日 か ら8月25日 に至 ろ30日 間 もあ つたか ら,縣 下 は著

しい旱害な被 つた。(福岡 測候所報告)

明治27年 は春 よ り雨砂 く照 り績 きしな以て 褻 作杯 は 頗 る豊体 の攻穫 あ り,挿 秩 も奮5月 の中頃好

き雨降 り季節な後れ ざ ろ檬 植渡 しすこが(筑 後國三池郡 の如 きに植付 出來 ざ る田霧 し と云ふ)・ 其後 降雨

な く且昨冬以來快 晴の 日のみ多か りし故か各所の溜池 も概 して満水 に至 らす,叉 山 々の出水 も至つて少

く1爲に養水 は挿狭 の瑚 りより巳 に不 足の思 ありしに,変 秋 頃の天氣 にて田地は底 土 まで も白干 とな り水

な 吸ふ事 限 り無 く,早 くも旱魃 の兆見へ にき。7月 下旬夕立壷試 回降vJた ろ村落有vJと 錐 も白干を黒

干 となす迄 にて灌概水 を曾 す程に な く,8月 中の如 き(1殆 ん ど1滴 の降雨 を見す,暑 氣 只管強盛 な り

しな以て豫 あ養水 の管理行 き届 き居アこる村落 と錐此月中旬には悉 く澗れ鍋 ぜ りと云ふ。 其後 は只人 々

の其 塵此処 に井な堀 り穿 ちたる と井堰 の底水 を車にて 踏み揚 ろ慮杯,僅 か に灌漸の便 を 存す うのみな

り。養水 の最 も早 く蜴 きた るは壷番草・試番草 の頃 より巳に組裂 となれ ろもあ リアこれ ど大抵 は三番 除草

頃迄な 限 りとし四番除草頃迄残 リアころは塞 に稀 な り。 出穗水の如 きは条 て其備 へなな ぜ る村 方かうζは

流末 の河掛 り丈け漸 く灌 漸 しt:ろ 位な り。 一一躰昨26年 の皐越 は山附村 々より流 末の村落 に甚 しかvJし

が當年 は反て山附の方大 に㍗害な被 リた り。畢寛兼 ての用意如何 に も由 ろ所 な らんが,山 々出水 少か り

し事 亦原因の一・な りしが如 し。9月1日 始 て潤 ひ ともな るべ き程の雨降 り夫 よvJ同 月中は屡 々降雨あ

り河 川に少 しく流水 な見 る様に な リアニわ ど も・時巳に遅 く共功著 はれす・Io月 は俗1:所 謂藏立て雨の欲

しき時 な(Lど 此復た 降雨砂 く稽 ζ秋 日焼 けの模 様あ り。 加之2化 性の螺 贔 さへ蔓延 ぜ しかば農家の心

勢 も亦 一方 な らざ りき。(明 治27年 稻 作早害調査書)

明治30年(西 暦1897年,

早 害。(鞍 手郡誌)



本年6月 初旬 より7月 初旬に亘vJて 夫 非常に旱 したvJ。 其間多少の降雨taきt:あ らす と錐 も其量僅

に29粍5に 過 ぎ ざるな以て充分田圃 を潤ほ":至 らす,河 水澗水池水渇 き灌概其源 を失 ひ・田土風 に

伴 ひ馬紀掻 くに由な く農家 をして悩悶 に洗 めすごvJ。幸 ひ7月6日t:至vJ一 個 の低氣屋九州西部1:襲 來

し37粍7の 豪雨を齎 し河水通 し旱 田潤 ひ漸 く一部挿秩 の業 を了 るを得 アニリ。

今 本所 於け る6月6EよvJ7月5日1:至 る30日 間 の蒸発 量 を測算 す る1二其量Ptl:r37粍5の

多きに蓮 し,之 を補 ふ もの僅に2g粍5L:し て舷 に108粍 の水 量な欠 き近年 稀な ろ旱魃 な現は しすごvJ。

(福岡測 候所月報 第7號)

明 治32年(西 暦1899年)

8月 上 境 村 の 雲。(鞍 手郡誌)

明 治37年(西 暦lgo4年)

8月 上 境 村 の 雲。(鞍 手郡誌)

土用 中の氣候 本年夏季土用 中の氣候 は頗 る高温寡雨 に傾 き甕 夜平均 温度 は26度4に 在 て最高は

31度3の平均 た示 し,高 極は31日 に於'(34度1に 蓮 し 同 日雷雨あvJた ろ外 連 日炎 天績 き圓申は

30度 以上に昇 らざるな く暑熱焼か如 しといへ と も,夜 間 に態熱 去 りて22度5の平均 な現 し幾分 の凍

氣 を生 し叢夜の冷 熱殆ん とIo度 の較差 にて昨年は割合に降雨頻次 としく來vJge鳴 も多 かvJし か,本 年

は雷雨 も少 覚 く頗 る乾燥 し近年稀 な る好 晴の氣候 にあ りすニリ。

本年7月 以來氣圧 の変動 至 て砂な く降雨僅少 に して 旱天10数 日に渉 り時 に雷雨あvJと 錐 も充分の

潤 ひtsく7月23日 より連 晴の有様に て 各地共峡 水な告 くる1:至 れuJ。(下 略)(福岡 測候所月報

第55號)

雨量は近 年稀有な る減少 に して北部滑海 は全 月中数滴 の微 雨に止 まvJしが,南 部の山邊 は漸 く4・50

粍 の雨 量あvJ,7月15Hよ り一般 に旱天績 き同月21日 一杯の降雨 あ リアころ後 ち潤 雨更 らにな く・8

月末に及 び非常 の旱魃 を現は し田圃 の作物殆 ん と枯死 に瀕せん とす ろ有様 を暴 しすこり・(禧 岡測候 所

月報 第56號)

大 正2年(西 暦lg13年)

8月 上 境 村 の 雰 。(鞍 手郡誌)

本年は6月 中旬巳來 天氣頗 ろ良好 にして 所謂 澗梅雨 の状態 を以て経過 し土用 に入 りて より も纏 に36

粍9に 過 ぎす して各河 川の水 量 も漸次 に滅退 し縣下 一般 に亘vJ灌ma水 の缺乏 を訴ふ ろに至 りしが,(中

略)本 年K在uJ》(ts16Hに 於 て38翠 奮7の 降水あvJfこるのみに して 巳後45日 間15粍 巳上 の降水

を見 さりしは實に稀有の こ とに屡す。 更 に氣温其他に於け る氣象要素 に就て見 るに次の如 し。(中 略)

本年7月 の氣候 は稽 ζ低冷1:失 ぜる もの ・如 く・平均 氣温 に少 く とも之 よvJdeほ1度 巳 上の高度を保t:

ざるべか らす。 然れ ど も日照熾1:し く 日温は所要の時数 を超過す る こと3割 以上に及び すころな以》(煙



草作 の如 きに対し ては頗 る良好の結果 を與へ ん と錐 も・其他 の畑作物 に在 りて は地水 の蒸発 鯨 りに強熾

な りしか爲 め 土壌 の乾燥 す ろこと甚 しく夜 中 叉 放熱熾に して地面 の冷却 す る こと著 うしきな以て却 つ

て不良 の結果 を與ふべ く,甚 しきに至 りて は枯 死す う ものあ ろべ し。然れ ども本年 は幸 に空氣能 く乾燥

して湿度 小 さ く且風速強 く氣潟 の較差大な りしを以て病蟲 害に割合 に齢な か るべ しと錐 も米作 の豊 凶

如何 は今後 の氣候1:eeアニざるべ か らざ ろP勿 諭な り。(福岡 測候所月報 第163號)

降水線量 は30粍9に しv(卒年1:較 ふれば寅に其 夏割t:過 ぎす,而 して1日 の最多 は4日 に於 け

る13粍 に して 其外1:tiIo粍 以上 の降水 な く1時 間最多 は同 日に於け る5粍IitvJ。 降水 日敏

に6日 に して亭年に較ぶれば8日 寡 く外にo粍1に 充t:ざ る降水4日 あ り。蒸発 量 は合計165

粍8に し》(平年に較ぶれば24粍4多 く 約2割 の多量tavJし が1日平均 は5粍3に して最多 は

27日 に於 け る6粍9・ 最 小は19日 に於 ける1粍3tsvJし 。

水源地方 に於 け る水量 は一般 に豊富 に して平均 雨量 の甚だ僅少 な りし割 合 に灌満 用水缺乏 な來 アニし

す二るに山間地 方の一部 に限 られ六 り。(下 略)。(福岡 測候 所月報 第163號)

8 .月の総降水 量は平年 に較べ2分 の1乃 至3分 の1に 過 ぎざ りしが,山 嶽部特 に 大 分の國境に

接 ・U!る地 方 に於 ては一一般i:Zls年 よVJre《 多量tav)し 。(下略)。(福岡 測候所月報 第164號)

大 正6年(西 暦lg17年)

本年 の冬季 は非常 に塞冷 に して 降雪・霰相踵 ひて環 り其低温多雪な りしこと實に近年稀に見 る塵なか

りし,4月 央に至uJ天 候 ζ稽恢 復 ぜし も氣温の選昇両 ほ未 だ充分な らす して挙年 に較ぶれば概 ね檎 で過

低 に在vJてfi候 は依然 として多少 の遅れ を示ぜ り。 然れ ど も4月 末 より氣屋 の配 置急 に輔換 して 高歴

部 南海 岸に移 ろや両後天氣頗 ろ良好 と爲 り降雨 大に缺乏 して27日 には途 に最低 水位16)の 記録 を破 り

十数 年 來見 ろ潟水 な り と稽 ぜ られ しが 本 月に入 りて に 尚 引績 き天氣 可良 に して 上 旬及 中旬初 めに於 て

各十数粍 の降雨 あ りし も充分 の灘潤 を與 ふるに至 らす両 後絶へて降水 な く,4月160よvJ5月29
り

日1:亘 ろ44日 間mel:57粍 の降水あ りたうのみ なろを以て河水 は釜 《減量 して爲 に水力利用者 に取 り

v(は 非常の打撃 な蒙 うに至 りれ り。斯 う天候は本所 に於 ては20年 來見 ざ るPti:し て 明治24年4月

30日 より6月14日1:至 る もの・同27年4月28日 よvJ6月r3日 に至 る もの,同28年4月

25日 よvJ6月2日 に至 る もの及明治31年3月Ig日 より4月30日 に至 うものの4回 は之i:類

似ぜ うものなれ ど も,是 等 は末だ水位 の調査 を開始せ ざる巳前に騙す るを以て果 して 今 日の如 く水 量の

缺乏な來れ した るP否 や不明7svJ。(下 略)。(福岡 測候所 月報 第20g號)

大 正9年(西 暦 夏g20年)

7月II日 一8月15日旱魃

16)筑 後川の量水標設置場 所に於 けるものtsuJ。



福岡では7月II日 以降皐天打 績 き8月15日 に至 る35日 間1:亘 り著 しい 降 雨が な く,只7月

24・5日 雨 日に亘vJI8粍 の雨があつれが,其 他 は2・3粍 の小雨1,2回 あ つ7このみ で7月 中の降水

量は干年 の牛に充t:t',縣 下 一t般に之t:準 じて雨量 が少 な く7月Ir日 以後 同月 中に30粍 以上 を測

つ7このに 中部 の山 地に限 られ,朝 倉郡小石 原で に24日 に80粍 余31日 に60粍 余の降雨があつて各

地方は割合 に用水 の缺乏 す るζと少鉱 く北部地 方 も比較 的に豊富 であつす二が,筑 後川 の水源地方な る豊

後 の由地 に於 ける雨量に雫地 よ りも却て梢少 な く平年 の3分 の1で あつれか ら同川 の 水量 は著 し く

減少 し南部地方 も雫 年の牟量 に も足 らなかつ た。斯様 な早天は大正2年 以來 の ことであ るが,大 正2

年 の旱魃 に遙 かに及 ばない。(福岡 洩候所月報 第'248號)

大 正II年(西 暦rg22年)

5・6月 に 亘 れ る旱魃 。

本年 は4月 巳降降雨融 く5月 に於 ては縫量 僅1:47粍7に 止uJ創 立巳 來の最寡量 な る 明治27年

の19粍 同28年 の33粍8に 較ぶれば多少 の過剰 を示せ う も平均雨量124粍1二 較ふれば其 の3分

の1彊 に過ぎす而か も其降水量 は5月 下旬 よvJ旱天 を続け 同月末i:至 り一時 に30粍 の膝雨 を見 しも

甚 しく乾燥枯渇 ぜる際な り しな以て充分 に水源の滴養 を爲す1二至 らす,筑 後遠賀等の諸川 は一時多少 の

壌水 を見 し も暫時に して奮 に復 し両來引績 きナ:る旱天の爲 め水位 の低下な見 る1:至 れvJ。 夫 よvJ6月

に入 りて に一層の好晴L:し て僅L:6日 にo粍6,16日 に7粍 の降水 あvJて 野楽園1:tt多 少 の灘 ひを

示 し一時 の潟を癒 す るを得†こりし も斯 る微 量の降水 にては 河川 は次第 に低落 して 筑後川 の如 きは未曾

有の潟水 とな叫水稻は移植の期 を失 ぜんとし敦れ も憂慮に充 されつ ・あ 脇 蓋 し梅雨期に當 ゆ斯 る減水

he'見るに極 め》(珍らしき現象に して既往30年 間t:亘vJ枯 梅雨 と構 し6月 中に於て降水総量Ioo粍1:

充 たざ ろこと2回 あvJ即 ち明治30年 の54粍1と 明治36年 の68粍 蟹tsvJ。 然れ ども是等 に5

月1:於 て相 當の降水 量あ りれ る上7月 に於て平均 已上 の降水あuJし を以て著 しき旱魃 を現 はすに至 ら

んか近年稀 なる旱魃 な剛 と樗 す る大正2年1=於 》(は6月 中の降水量1‡Igo粍 に及 び しが 同月17日

後 は好晴打績 き7月 中の縫 量僅iこ31粍1:過 ぎす,8月 も僅 に48粍8に して9月10日 に至 り漸 く

50粍 巳上 の降水あ りしが是 等の早mat1寧 ろ移植後 の問題1:し て6月 前半月 にば可な りの降水 あ りしが

爲 め移植 には左迄の 困難を感 ぜ られ し,之 に反 し本年 は6月 に入 りて よ く降水全 く缺乏 し 同20E迄

に僅 に9粍 の降水なみ す:るのみなれ ば前月の寡雨 と相侯つて非常の早天 を現は し井水 に勿論各河川 の

水 位の如 きは著 る しき低減 を示 し筑 後川の如 きは未曾有の減水な見 るに至 財 こり。 斯 く晴燥 な る天氣

打 績)し を以て春の収穫,蠶 線業 等は頗 る順調t:SS過 し(下 略)。(福岡 測候所 月報 第270號)

7月 上旬に至v)一一時 に多量 の降水 を齎 し福岡 にては280粍 余 を豪注 し筑後矢部 の雨川 にては多大 の

出水 を爲 し堤 防の欠消費田煽の浸水 等彩 し く昨年 の 水害 な繰返 さん とす ろの状 況な りしが 同月央 よ り俄

に天候 回後 して氣温著 しく高昇 し日照頗 る熾烈 となれ り。8月 に入 りては盆 ζ炎暑張 く同 中旬の如 き



に連 日35度 を超 へ 月の平均 は28度 に上uJrp年 よuJ2度 高 かvJし な以て毎 日酷暑堪へ難 く實 に本所

創 立巳來の 高温な りし,之 に加 ふろに本年 は甚だ騒雨 に乏 しく8月 中 僅 に3・4回 あ りす二るに止 り而

もIo粍 に 上yjし は1回1:過 ぎざvJし を以て蒸壷熾 にして 灌漸 用水1:tw乏 な來 た し水掛 りの悪 し奢水

田には亀裂な生 じ稻 に將 に枯死 ぜん とす るの状態に隔 り 折角高温多照の爲 め豊穣な らん とぜ し 米作 も

一時 に大に憂慮 ・dられ しが,9月 始 めi:至vJ再 び大 降水を齎 し上 旬に 約250粍 を注下せ しを以て再 び

皐害 を免 ろ・を得 れ り。両 來好 晴打績 き農 作物 は盆 ζ順調 なる成育 を途げ つ ・あり。 斯 る氣 象状態 は

rauJ本 縣 のみi:限 らす本邦全体 に亘vJ頗 る高温 を保持 せ しを以て,(下 略)。(福岡 測候所月報 第273號)

10月 に入vJてCl高氣圧 時 々本邦全土 を掩 ひ しが欝 め中部 の高地 にて は 蜘 こ降雪 を見7:ろ 虞あ りし・

(下 略)。(鵜 岡測候所月報 第275號)

旱魃。(鞍 手郡誌)

上 境 村 の 雲 。(鞍 手郡誌)

昭 和4年(西 暦lg29年)

60年 來 の 大旱魃 。(鞍 手郡 誌)

5月 は稽 ζ温暖に して極 めて順調な る氣候 を現は し天氣に一般 に良好t:し て降水 量寡なかV)し も其差

十数 粍乃至数 十粍 に止vJすこり,6月 は梅 雨期なれ ど も天 氣可良 に して 降水量 は各地 共に 百粍 巳上 も寡

な く南部 の山地 な どにては300粍 も不足 し†こる慮 あ りしが氣温は牛度 乃至1度ma高t:し て一一般1こ用水

の不足 を告げ しが,7月i:入 り俄に梅 雨の状態に移vJ旬 日t:亘vJて 森雨状 ます南部 は400粍 内外1:し て

平年より100粍 内外 の過剰fe測vJし も北部 に概ね200粍 以下 に し》(敬十粍 の不足な りき然 うに中旬後

は天候全 く恢 復 して炎暑 甚だ強 く,8月1:入 る も樹 ほ晴朗な る天氣打績 き一醗に1度 巳上 の過高な示

dし が降水 に南 部にのみ燦雨性 の ものあ りて7・80粍 の過剰な示 ぜ しも北部 は引績 き不足に して釜 ζ用

水 の不 足を訴 へたvJ。9月 の雨期 に入 るも両ほ寡雨晴燥な る天氣 を保持 し北部 は一層 の缺乏 を告げ稻

の結實不充分 な りしが南部 は多少雫年 より多 く用水 も相當 に潤澤な りしが氣温は一般t:1度 乃至1度

牛 の過低な りき。IC月 も同様 にして 全 國1:亘vJ著 し く降水 不足 し 僅に数粍 乃至数 十粍1こ止 りしを以

て北部 に一(は近年 稀な る旱害を被 む り収穫 皆無の地方 も寡なか らす。(下 略)。(福岡 測候所 昭和4

年々報)

昭 和9牟(西 暦1934年)

夏大旱魃 。 第 一編第一章参 照 された し。 卜
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槽 藤 成 郷;日 本震炎凶体 放

粕 屋 郡 勧 業 委 員;明 治27年 稻作旱害調査書

長 澤 武 雄;計 算 法

E.  T. WHITTAKEER & G. ROBINSON ; The Calculus of observations. 1924.
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A. E. DOUGLASS; Clymatic cycles and tree groth, Vol. I, 1919, & Vol. II, I92S.

新 潟 測 候 所;新 潟縣 下の雪,第2號 ・大正12年3月

新 潟 測 候 所;最 近IOヶ年 新潟縣下 の氣 象成績・臨時壌刊,昭 和II年
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THE DROUGHT IN  KYOSIIO.

(Resume) 

Seitaro SUZUKI and Magokiti NAKAHARA

   As is well known, Kyusyu and the neighbouring districts experienced a 

severe drought in the summer of 1934. In consequence, the rice and other farm 

crops were generally poor, and resulted in total failure in many localities in the 

above districts. 

   The authors have made some investigations bearing on this drought and 
allied subjects especially directing attention to the meteorological phenomena. 

(I) The monthly distribution of the rainfall over all Kyusyu was examined 
as shown in P1. III & IV, making use of the reports of the local meteorological 

observatories in this district ; and also the annual variations of the summer rainfall 

was mapped as in P1. V. 

   (2) For the purpose of revealing the periodicity of drought, we made the 

periodogram of the summer rainfall, which examination led to the results that 
the precipitation has 41 years as one of its periods. Moreover, from the study 

on the annual rings of pine trees as well as of ceder trees, it was found that 

the correlation between the growth of trees and the rainfall is not so intimate 

in Hukuoka as found in Arizona (U. S. A.) by A. E. Douglass. It is possibly 
due to the fact that Hukuoka Prefecture with regard to her climate belongs to 

the humid region, while Arizona belongs to the arid. 

(3) Lastly we compared the respective monthly temperature and pressure 
departures from the mean values in Sinkyo, Manchukuo, for a period of 27 years 

with that of the summer rainfall at Hukuoka. It was found that the latter was 

correlated with the mean temperature in Sinkyo positively and that most intimately 
in January of all the months of the year ; and negatively correlated with 

atmospheric pressure at the same month and the same city. The correlation 

coefficient was as follows ;

                   + 0.58 ± 0.09 (temperature) 
                     — 0.30 ± 0.12 (pressure). 

   Therefore, the summer drought in Northern Kyusyu is most certainly to be 

expected in the year when the temperature in January in Sinkyo is unusually 
low.


